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す
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右
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独

zy土
政
法
人
通
別
法
川
一
条
一
段
は
、
こ
の
川
県
則
に
刊
じ
匂
一
れ
で
「
情
勢
泊
九
「

の
原
則
」
が
非
公
務
員
却
の
独
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仁
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述
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あ
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た
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j
法
人
が
た

U
7
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で
判
4
一
な
い
二
心
。
六
司
に
は
、
以
、
E

に
み
る
よ
う
に
、

。一

任
品
川
財
政
淫
営
y
」
他
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改
中
ピ
闘
す
る
川
岸
本
ん
計
二

C
C六
が
二
月
に
閣
議
決
定
3
れ
る
い
ど
い
も
に

公
務
員
人

f昔
ν
の
門
川
告
し
を
け
の
つ

J、
円問

／
て
ヲ
る

w

｝おい
ζ

、別品川

L
て

立
早
に
も
、
ぺ
れ
人
件
交
μ

は
い
印
に
持
一
G
J

る
想
定

そ
の
い
ず
れ
も
が
百
立
大
学
法
人
が
取
れ

（
鈎
素
7
、
効
先
的
山
政
府
Jr－
実
羽
す
る
た
め
の
／
れ
政
改
革
心
推
込
に
河
ム
o
J
G
件、伶）

父
、
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以
訟
に
つ
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1
六
ー
ピ
ト
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定
さ
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行
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本
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差
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J
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け
ら
れ
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て
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J
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な
る
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と
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す
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一
一
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平
成
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・
独
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行
政
法
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仙川
lυ
行
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情
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I今
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、
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革
を
確
実
に
法
以
ふ
や
る
と
と
も
に
、

の
一
夜
組
を
踏
ま
え
て
、
民
に
弥
制
「
匂
し

1
た
、
制
ん
て
の
伝

υ行
政
法
人
の
尖
脳
ん
せ
に
つ
い
て
は
、
之
て
れ
ぞ
れ
の
政
策
分
野

国
家
公
務
貝

の
改
革
の
汁
で
版
、
7
〆
＼
日
刊
人
円

rc

1
－
人
件
変

成
心
の
改
革
の
μ収
支
な
達
点

仙川
i
行
政
法
人
込
J

に
つ
い
て
、
既
定
？
へ
一
件
安
改
革
、
。

。
引
役
ま
で
）

今
川
」
出
昨
中
だ
い
迂
成
7
v
、

利
子
当
及
び
何
日
河
原
井
不
安
J

／一
Aru
め
宿
主
に
削
減
す
る
。
非
常
勤
川
崎
ハ
買
手
当
に
つ
三
十
ち
業
務
経
費
効
中
化
の
虫
剤
心
中

こ
れ
に
、
ふ
り
汲

や人

分7
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店、
丸、らジ

さ
つ
に
、
国
家
公
務
聞
の
改
革
を
跨
ま
え
、
人
件
費
改
革
も
γ

↓
。
一

こ
も
に
、
官
民
給
1
7

年
介
ス
主

ノ

7
1

の
r

～
較
対
象
企
支
川
府
慌
の
見
直
し
に
よ
る
公
務
只
給
じ
ゴ
改
P4Jγ

以
映
す
J

る
J

～
っ
こ
佐
ー
へ
の
州
叫
べ
ば
り
業
務
川
J

に
つ
い
て
は
、
業
改
府
内
容
の
必
民
性
・
重
要
件
、
長
な
る
ー
二
ヘ
ト
対
ム
十
化
、
院
務
の
斗
伶
性
の

山
上
等
の
波
山
刀
ら
、
各
政
策
分
野
の
件
、

vTけ
中
で
磁
L
（
｝
立
す
。

（
参
考
）
文
教

,, 
、J

文
数
千
併
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
心
数
む
減
少
攻
守
ひ
教
科
（
心
衿
↑
J

構
造
成
j

中
乞
反
政
し
つ
つ
、
以
卜
の
町
減
方
策
を
実
υに

ナ
る
こ
と
九
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
〈
U

削
減
努
力
を
行
三

,, 
、

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
ぷ
』
問
、
人
件
費
を
除
〈
凶
二
段
会
計
－

の
予
算
に
つ
い
て
、
主
月
舵
て
対
抗
ι
皮
比
r
二
ノ
ス

CJ 

（午
z
y
十
）
以

f
に
抑
制
す
る
」
と
を
茶
一
志
？
と
す
る
が
、
人
f
段
、
民
会
・
物
訓
の
l
H
Tハ
等
に
よ
り
ご
う
、
）
た
ぷ
出
抑

’比

制
ベ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
迫

μ
「
る
、

τ）
が
困
難
先
ぬ
ム
ロ
；
ヤ
ヰ
J

と
た
場
合
に
は
、
川
町
済
成
長
、
こ
の
関
係
、
石
段
奈
1

／
た
こ
れ
主
立

の
実
質
的
な
歳
仏
削
減
の
ベ
ー
ス
を
緩
汗
す
る
白
か
で
、
必
裂
な
町
山
問
、
市
行
h
q

こ
と
と
「
る
の

新7ワ心づ c＇円 rめ（r,， 注F訴と ？＇）~

CL 

目白

Jラ＼
＼戸ノ

判
立
大
山
ア
近
世
円
安
交
付
令
に
つ
い
亡
、
ト
羽
小
山
I
化
ル
ー
ル
を
徹

R
L、
各
年
反
（
り
J
f
尚
川
市
議
ー
を
名
目
恒
で
対
前
叶
度
比
マ
ノ
J

ヴー

ス

Cノ
ノり

と
す
Q
F

(3) 

山
私
学
助
成
予
算
に
つ
い
て
以
ト
心
リ
単
位
L
Y訂
う

ん
じ
日
一
割
れ
広
学
に
つ
い
て
は
、
肋
川
同
組
心
更
必
る
削
～
州
、
ぷ
J
経
一
戸
効
半
化
を
促
す
壮
印
判
み
十
一
一
什
い
強
化
L
9
る
と
1
／
も
に
、

学
九
γ

数
の
一
川
内
少
に
山
U

、
ど
～
削
一
械
を
行
う
一
、
、
と
に
「
川
り
、
施
設
幣
備
に
対
「
る
柄
引
を
4

め
た
々
什
司
茂
の
↓
f
也
弁
相
主
’
れ
ド
他

一年率）

E
Yる
二
と
を
基
ト
へ
と
す
る

で一村
F

山
守
皮
い
ド
ん

γ
f
ナ

ス

%
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r日J、
円問

簡
素
で
効
宇
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
六
月
二
日
法
律
第
四
七
号
）

日
部
…
関
節

総
人
刊
費
改
革

f

趣
旨
）

第
匹
一

が
抗
人
利
h

車
問
改
古
は
、
足
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
誌
に
つ
い
て
、
そ
の
総
数
心
純
減
及
び
給
U

ト
ザ
市
主
（
り
nuy
店
し

U

デ
り
っ
と
と
も
に
、
知
山
行
設
法
人
、
当
立
人
字
決
人
品
J

（
H
U大
学
法
人
法
ハ
中
l
成

山

年

法

律

第

白

号

）

第

二

条

続

11前
一
に
規
定
「
司
令
出

υ
大
学
法
人
等
主
レ
4
c
以
ト
付
じ
c
）
、
特
殊
法
人
及
び
誌
司
法
人
（
特
別
の
法
律
に
よ
り
A
H
y
u
さ

れ
、
か
っ
、
そ
の
設
f
i
に
州
内
し
れ
攻
守
庁
の
認
可
を
授
す
る
伝
人
中
い
う
J

以
下
同
じ
v
）

の
ひ
守
口
投
ひ
職
員
L

つ
い
て
も
、

こ
れ
に
準
じ
ヲ
ヲ
パ
川
町
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
社
に
掠
る
人
件
費
？
主
貯
の
飢
F

畑山を

M
7
2
1ぐ
に
よ
り
れ
わ
れ
る

も
の
L
Y
す
る
c

つ
ム」

川
一
夜
心
経
人
科
費
改
革
を
推
選
す
る
い
当
ヒ
n
f
L
は
、
中
T
民
一
j
i
l

－
－
じ
代
吃
以
降
の
各
ノ
汁
肢
に
い
な
り
る
凶
Ji
公
務
口
の
人
件

春
一
心
紛
一
品
川
の
当
該
午
度
の
凹
内
総
μ
ド
リ
悼
の
釘
に
I
J
め
る
割
台
！
日
、
以
J

成
f

l

七
午
広
い
お
け
る
川
該
州
叫
ん
は
の
一

ハ
吋
の
一
に
で
缶
、

る
阪
h

り
近
づ
く
こ
と
を
い
山
期
的
な
い
巳
久
と
、
ν
亡
、
こ
れ
に
問
主

rる
も
の
と
す
る
ν

独
立
行
政
法
人
等
に
お
け
る
人
件
費
の
削
減

（
独
，
り
行
政
法
人

（
政
人
い
ぜ
い
心
め
る
法
人
十
除
ノ
＼
o
J

第
五
十
三
条

独
止
行
政
作
人
？
J

投
び
同
リ
大
’
f
法
人
斗
一
fぜ
い
う
。
次

ん
引
に
お
h

て
同
じ
。
）

は
、
り
て
の
役
員
及
び
戦
討
に
係
る
人
件
安
心

つ
い
と
、
平
成
人
庁
段
以
降
の
石
午
出
で

rJ出
う
む
っ
皮
に
お
け
る
額
か
ら
そ
の
山
口
八
刀
U
h
に
担
当
す
る
級
以
上
中
時
少
さ
f

一
る
こ
と
を
ぶ
本

ζ
L
て、

人
れ
安
心
削

減
に
取
り
組
ま
な
、
灯
れ
ば
は
ら
な
い
c

1f)x人法学lGO I巳尽j キ1044[2υ1 '. 3、



2 

お
げ
行
政
法
人
骨
J

を
川
管
ず
る
大
臣
は
、

位
：
げ
行
政
法
人
等
に
よ
る
則
的
（
の
決
定
に
よ
る
人
件
費
の
削
一
以
の
抗
日
組
の
状
山

に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
治
則
法
（
凶
之
げ
大
学
決
人
せ
に
あ
う
て
は
、
国
d
ナ
、
手
法
人
件
）

こ
ろ
に
仇
り

山
サ
定
H
Z
U
J
E
ト
一
丁
、
勺
乞
の
こ
ず
る
の
」

L
H
t
f
t子、，
f

に
L
か
に
、
送
社
円
安
ぶ
九
一
句
金
の
削
減
は
、
州
知
力
の
算
定
万
t
比
（
区
立
与
jp法
人
運
治
安
交
吋
全
に
コ
い
げ
に
は
、
前
年
一
役
立
給
額
げ
い

一
ん
あ
の
効
率
化
係
数
を
来
じ
ん
一
続
、
約
一
属
病
沼
運
常
現
？
父
付
金
に
つ
い
と
は

川
一
冗
山
川
人
に

誌
の
粁
営
改
育
係
数
を
乗
じ
た
恕
を
そ

れ
て
れ
草
川
準
J
寸
る

に
草
川
つ
レ
て
行
わ
れ
る
4
J
C
t
t山
り
、
人
件
費
の
削
減
と
山
桧
速
約
［
た
も
の
で
は
は
い
c

そ
れ
ゆ
え
、
仕
え
主

ず
る
よ
う
に
、
川
出
国
A

人
山
仇
対
日
以
の
例
に
倣
っ
て
立
反
途
中
で
給
与
の
引
上
げ
や
行
二
た
ん
吻
八
九
日
に
も
、
「
μ
一納
j
h
p
h

本
め
ら
れ
な
い

し
か
し
、
同
ー
リ
ト
人
件
j

山
人
心
持
ム
口
、

i

刀で
IV到
殺
聴
い
い
H

の
人
件
費
は
、
そ
む
ト
人
千
三
点
午
明
日
交
付
み
に
依
存
し
と
い
え
0
2
い
う
実

；J
h
l

守
、
コ
i

d
f
nい
9
1ザ
巾

d

hノ

明
性
背
骨
γ
父
付
主
、
り
削
減
は
印

ヲ
ゲ
ロ
バ
イ
ヘ
〉

p
f
t
H
4
E
t
f
hコ
と
な
る
。

じ

J
じ

4
J
〉

；

一

k

d

〈
；
ー

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

一
ヘ
リ
ソ
口
同
年
陰
口
一
法
人
化
以
降
、
i

ハ
年
間
N
h
げ
る
民
h
費
交
付
主
の
削
減
状
記
は
、
表
2
1
h
o
工
ぴ
表
2

2

円
み
る
と
hmhJ

で
あ
る
が

り
一
円
、
介
iz
ハ
刀
仏
閣
議
決
，
公
cれ
た
「
財
政
語
、
百
戦
礁
で
明
ら
か
に
さ
れ
L

ぺ
白
期
目
川
政
フ

77
！
ム
」
に
「
o

れ
ば
、

。
一
ゐ
年
夜
幻
降
の
一
一
宇
聞
で

問
%
の
迩
掛
門
官
父
口
同
会
の
削
減
、
か
必
必
に
な
る
と

日
家
公
務
員
の
人
件
費
を
乳
状
よ
り
ー
も
さ
ら
に
二
託
削
減
す
る
、
」
乙
は
、
う
だ
の
公
約
で
生
め
り
、
ぞ
の
い
が
管
は
斗
然
、
同
げ
大
学

法
人
に
も
及
、
川
他
方
で
は
、
公
務
η
H
K
対
す
る
お
坊
約
約
L
m
桧
の
れ
r
j
y
y
一引き
t

段
、
え
に
人
事
院
勧
己
の
廃
止
を
求
め
る
助
言
も
あ
れ

づ
か
と
寸
ば
れ
ば
、
給
凡
J
H

川九
d

児一け雨明一り刈
J
U
Y
半
、
こ
、
コ
ト
求
u
y／

γ
Q
古

ζ

い
っ
た
問
題
J
h
u

新
？
に
に
浮
卜
す
る
n

7、

将

来
' 、、l 、： 

U の

耳、
三克
明

C
占
め
る
ご
し
て
も
、
こ
れ
や
一
粛
々
与
一
戸
又
け
J

ヘ
れ
る
。
現
場
担
当
者
に
と
勺
て
残
大
れ
に
遣
は
、
そ
れ
以
外
に
は

（！メ人民半、らii (6 9; 104S〔2什1; 3: 



r日J、
円問

百ムムフセ学法人選d；費交付金の推移

イl度支給槙 )j i，イ度Jじ

ワ（）（＇4 1つ，41町立円

c~ 1~. ：mf:!l:円 SBfi)円 i0.8%: 

r:G lZ.ZW占i'J 1r:1f.iil '! ' りや出%、

r:; IZ.013也円 •1: f.c.円 I I.I話j

じ宅 JC.lln億円 22'ifli,円 i 1 Q先

じリ l!.C%f口l'J : rnrr¥l'J i. n % 

1 'l 1 . lrWii.C,J'J 11仁ト；弘I＇イ （ ハJラ（l
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r,I＇州 凡斗：： r子科「三自il へ子法人イ［後日：~］そy

・＇よ！'!lie・o＇.、＇ ' ＂＂＇ま〆め lI l工•.I0午可
耳）

附属病院j星雲費x付金の持移
ri・ f芝 支給摂 !j +:fr定よじ

:::JG4 584忠円

じら 49'Jf.i:llつ 8ir~11'] I JUI% 

cc ’・tii,l'i I '4.8%( 
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表乙ー1

表 2.2 

乃
叶
汁

h
y
j
y／
一
経
過
土
日
行

e

℃
省
主
叶
晋
A

（

1

i

J

；
J
l
i
j
i
l－－

1
i
 

使いい川者！？わ川』
h
i
J

の
f
片
山
下
げ
さ
、
労
働
条
件
の
不
利
絞
鉛
更
な
れ
う
場
合
に
は
、

円年同心＂＇；（ 削減ぬ 1771=[•] 1. GUI匂：，
引の主主Jン ン戸以コ♂皆川ば200~；ノl IS': 
－♂内

{l ----、司レc一
',l'?f,i 点つ ' iこ叫じ

', .. 

終
川
川
一
川
幅
一
点
や
代
償
貯
早
立
げ
Lv
必
妥
に
な
る
つ

法
人
の
場
弘
、
そ
の
放
戦
口
三
組
織
さ
れ
る
労
億
総
ん
に
の
仕
か
に
は
、
こ
の
」
乙
を
当
ん
｝
り
討
の
よ
う
に
い
っ
て
く
る
組
合
＆
あ
る
、

同
J
i
人
学

人
事
労
務
但
、
有
の
な
か
に
も
～
ど
の
よ
う
に
引
所
洛

L
て
い
る
向
ぎ
が
な
く
は
な
い
。

の
城
門
は
り
給
ト
つ
に
叶
測
す
る
法
作
）

（

J
C
ハ
4
山
ぃ
万
戸
い
ハ
ス
施
さ
れ
七
三
恥
守
掛
川
述
内
、
革
」
に
お
い
て

ω、
以
h

に
み
る
よ
う
白
人
事
り
侃
役
告
お
よ
び
給
与
法
「

こ一
1
1
4

〉
九
ド
（
日
山
土
塁
比
い
い
百
こ
コ
、

C
立

T
j
y才

1
7
4
4
F
t
J
し一

l
け
改
正
を
経
て
、
在
職
者
に
対
一
9
4
0
羽
給
保
障
が
｜
｜
れ
込
れ
置
の
雌
ζ

）
て
｜
｜
J
W
」
伏
、
り
ょ
う

、
一
心
、
」
と
か
今
円
に
ム
土
る
ま
で
宅
を
引
い
て
い
t

る
と
も
考
え
ら
れ
る
〈

、k人法学！cn河川jキ：04C[Zυ1; 3、
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人
事
税
む
告
戸
職
員
の
給
与
に
関
す
る
報
告
、
平
成
一
七
年

旧

給
い
つ
構
造
の
改
凸

》
也》

完
施
ス
ケ
ジ
）
ー
ル

（

i
）
比
柄
本
的
な
考
え
ト
刀

んf
殺
の
給
与
d

憐
返
り
改
革
は
、
俸
給
表
－
4
水
準
を
市
T
竹
J

河
。
八
%
引
さ
一
、
げ
る

々
で
、
そ
の
引
げ
分
を
原
資
ぃ
〈

し
て
、
地
域

I
当
守
の
新
設
等
主
行
お
う
と
す
る
も
の
で
丸
る
（
俸
給
に
つ
レ
て
は
、
長
大
七
%
程
度
の
刻
度
改
刊
に

よ
る
引

F
け
い
と
と
る
こ

1r
か
ら
、
そ
の
基
本
給
と
［
づ
れ
JMH
格
J
O
考
点
ず
れ
ば
、

経
過
灼
置
を
設
け
て
段
滑
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
必
安
「
な
る
F

な
1

品
、
民
間
企
業
に
お
け
る
給
ソ
科
系
の
け
ん
前
し
の
実
川
内
在
日
地
て
も
、
多
く
の
場
ム
汁

急
激
な
小
刊
誌
変
出
ピ
什
ず
に
何
ら
か
心
一
件
川
地
措
E
F
ζ

議
マ
三
一
つ
河
辺
的
に
児
問
、
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
す
J

嵐
「

る
必
泌
が
あ
る

山
下
、
市
）

2
）
新
制
定
の
段
階
的
な
÷
～
施

h
法

】7

体比一一

E
Jの
ぜ
た
臨
時
期
ぐ
経
過
桁
信

ノ
、
コ
］
、
一

φ

マJ
ハ
9
f
t

、J
L
Y
p－
－
エ
リ
－

1
i

～

り
趣
旨
を
断
ま
え
、
ー
川
、
の
ト
刀
法
に
よ
り
段
階
的
に
実
施
す
ゐ
。

／唱、

｛、lj

川
相
に
ほ
体
給
去
の
俸
給
月
額
ひ
平
成
一
へ
年
一
万
一
二

け
に
受
け
て
い
工
作
給
己
J
A僚
に
淫

L
な
い
将
コ
ー
九
対
し

ご
ぽ
、
将
同
古
川
市
此
J
L
P
1
7一L

で
の
仰
は
新
た
な
俸
給
月
絞
に
加
え
、
新
川
俸
給
月
訟
の
平
穏

414

品
川
山
、

1
7
Q
（

t
L需
を
加
え
た
桂
三
一
犯
と
す
る
J
）

以
下
、
応

（！メ人民半、 Gi (6 LI 1'i47 '20il 3, 



r日

2 犠Ji : : 第十 （ 「

以 お 俸給
1、のい条 般職
ほて の

l滑か受e切替λ の
そ、てle 日 職員

のい丹にの

続キ ァニ 前日 イう半 与給

r吋r;E数：： かd統~「l 経拠錆5宣 隠可ルる
苛毛事ノ1 主なC ） 律' 法

俸給 ぃー 改
ο ：E 

可1首之
員附IJ し

イ、～ 7，~

文'fヲL 八I z, 'i) 成平

Q吋 州又代 ,; りをlどl 
{:; 

i払婿耐A民'7:. 桝け令! 
年

月
七

一、円～ 、

律法第日IL -"-、
Ii) 
ーや ：ノ～) 

川＇ ft 
中日 日

wをうr五、 受』ケ’ 口事つ

ノ、 る

は。 俸給言語

俸~~i ti 

J、
円問

ま
に
、
代
償
杓
聞
に
ぺ
い
て
は
、
次
む
よ
う
い
定
め
る
労
働
契
約
涼
一
。
条
む
規
定
に
問
問
返
し
て
、
同
条
本
人
止
の
一
ム
口
単
作
判
断
心

J
4厄
出
火
ぷ
九
っ
き
、
労
働
契
約
十
仏
の
施
行
通

μ
が
以
い
の
よ
三
二
沿
ベ
11
こ
と
を
、
代
償
措
U

悼
の
有
無
が
必
す
考
慮
「
べ
設
、
長
案
で

あ
る
か
の
工
う
に
誤
っ
て
忠
悦
f

二
一
こ
と
い
P
大
き
く
下
ノ
ノ
明
一
一
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

労
働
契
約
法
戸
平
成
一
九
年
二
一
月
五
日
法
律
第
一
二
八
一
号

第
十
先
月

使
用
石
川
廿
攻
支
川
府
則
の
変

m～
に
よ
り
労
的
条
件
を
変
一
史
「
司
令
場
ん
に
お
い
て
、
変
更
ん
い
伎
の
此
業
規
則
を
労
慨
討
に
州

知々
r
y内
、

か
っ
一
、
就
業
胤
則
の
変
兇
が
、
労
掛
仙
石
の
受
け
る
γ

八
利
日
午
の
行
度
、
労
働
条
件
け
の
安
門
ん
の
必
主
性
、
変
更
後
の
坑

業
規
則
の
内
凶
作
の
い
恒
ν」
判
、
労
般
的
か
ら
口
弘
γ
ζ

の
父
か
の
状
況
d

の
池
の
就
業
規
則
の
変
妊
に
係
る
事
情
に
問
、
っ
し
亡
台
辺
約

は
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
労
品
問
い
山
人
約
山
一
方
芥
で
あ
る
労
働
条
件
は
、
当
該
変
更
伐
の
就
業
規
則
に
定
ゲ
る
と
こ
ろ
に
ふ
る
も

の
と
ず
る
ー

た
に
し
、

vY問
必
約
に
お
レ
て
、
山
刀
問
者
投
ひ
涜
川
者
が
就
業
規
則
の
変
正
に
よ
〆

C
は
変
更
さ
れ
ヨ
レ
リ
刀
働

、k人法学！"" :n三j キ：04汚 12υ1:3、



新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

条
件
L
Y

し
て
ん
は
す
べ
山
、
〕
亡
い
た
J

酌
分
に
つ
い
て
は
、
お

i
粂
に
該
叫
「
る
場
合
主
除
吉
、
こ
の
限
り
で
な
い
に

労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
（
平
成
一
一

O
年
一
月
二
一
一
一
日
基
党
第

O
一一一一一

C
C
四
号
〉

部

労
働
契
約
の
成

v一
及
び
変
更
（
法
第
二

pf河
係
～

坑
w
H
h
矧
引
の
小
久
吏
p
い
よ
7

匂
、
ガ
働
辺
約
の
ム
コ
%
の
変
更

「
法
第
九
条
第

r

ノ条出
F
J怜

4 
「1
一
法
第
（
に
条
正
内
容

オ

法
第
一

C
条
本
文
mv
ん
理
件
判
V

刊
の
考
山
慰
安
す
九

ZN）
法
第
一
（
ハ
〉
条
本
文
む
台
市
内
件
Wぃ
V

刊
の
り
寺
山
出
安
素
と
判
例
z川
山
坪
ー
し
む
山
抗
日
派
に
ツ
い

r
は
、
次
の
と
お
り
で
ふ
ー
…
、

川
川
条
れ
や
え
は
、
判
円
州
判
伝
却
に
沿
っ
に
ら
の
て
J

め
る
こ
と
わ

就
去
一
お
出
則
心
変
更
の
ム
迎
性
判
断
に
苅
寸
人
つ
司
法
判
例
と

ν
て
、
月
弟
田
川
政
七
事
件
前
リ
hA判
決
に
司
、
工
、
は
、

＼ 

抗
業
州
市
の
ノ
ペ
一
更
に
よ

て
万
世
丹
が
杭
ム
匂
不
利
ヰ
心
程
川
〈

'" 
使
削
訂
慣
の
川
庁
、
一
肯
叫
ん
心
必
山
女
性
ジ
サ
存
粁
院
は

＼〉ノ

支
え
決
心
杭
ふ
た
呪
円
引
内
容
山
な
の
山
小
斗
山
ム

(4〕

代
償
措
置
そ
の
仇
治
人
帽
子
る
池
小
ノ
b
川
町
長
件
心
改
古
門
H
b
N

…

／よ、ι

労
的
判
九
千
乙
心
父
渉
心
経
梓

'・ ti ノ

他
心
労
働
組
ヘ
ヨ
人
口
他
の
徒
主
い
H
J
U
H川
正

P、

同
一
桓
事
市
山
f

～関
J
J
Q
我
J々

凶
社
会
ケ
に
つ
け
る
一
枚
的
状
況

（！メ人民半、 Gi (6 131 1'i49 '20i I J. 



r日

は
こ
れ
に
J

目
当
F

J

る
？
）
心
で
あ
る
こ
ζ

ご
い
ヨ
フ
七
つ
の
ノ
F
J

出
版
川
ム
ー
い
が
～
引
い
令
さ
れ
一
、
J

る
が
、
こ
わ
う
の
巾
に
は
巧
科
目
に

i
い
に
一
出
芯
｝
ヘ
ロ
う
ち
の
も
あ
る
た
め
、

一
一
市
川
ん
〔
一
矢
代
丈
で
は
、
也
市
宮
す
る
も
の
に
つ
い
亡
は
枕
〈
U

二、
6
…2
1
て
い
／
U
す
も
の
て
あ
る
｝
と
－

J、
円問

口
F2tv
向
山
に
は
、
滋
同
銀
行
令
九
パ
H
R
X
門
州
民
間
以
に
お
い
て
一
わ
手
れ
一
～
一
小
法
明
東
規
山
小
山
ム
注
文
に
よ
〉
て
労
問
者
日
後
る
京
利

つ
山
地
河
昌
明
日
変
更
の
店
主
人
仕
の
ト
坪
川
市
程
度

ペ
ノ
変
一
百
九
／
悦
へ
ん
、
札
業
川
崎
仲
併
に
い
日
〆
合
山
体
c
u
m
J
J
U戸

肌
ノ
程
度

倫
相
ヘ

1
2「
心
交
渉
の
栓
円
相
に
つ
い
v

亡
、
法
活
一
〆
〉
長
芋
ケ
入
で
い
ノ
て
れ
ぞ
れ
一
バ
l
d

仰
朽
の
丈

ρ
る
ふ
一
刊
金
心
何
度
一
万

働
条
仕
の
変
更
の

rπ
舟
汁
」
一
世
克
品
川
心
就
業
中
川
悶
の
内
容
の
相
当
件
」

バ
川
町
相
会
」
韮
L

わ
父
み
の
汁
、
況

1

」
し
一
二
説
｛
じ
し

ム
｝
）
久
の
で
あ
7

匂
と
乙
。

」
の
つ
〉
り
、
点
山
川
市

〈

U
最
の
「
立

E
μ
k
cム
店
長
制
品
川
（
山
内
砕
の
引
当
性
」
は
、
就
業
収
則
の
内
市
什
JE一
に
一
仏
令
制
皮
変
更

況
の
什
仙
川
が
広
く
合
立
れ
る
も
力
む
お
り
、
第
問

hm行
事
件
最
両
裁
判
川
一
で
列
v令
さ
れ
て
い
る
主
出

ι
3で
わ
る
小
、
T

泣

市～
μ

伎
の
説
リ
デ
忠
則
的
円
九
什
FAド
万
円
相
当
目
一
日
正
之
ら
ど
、
ペ
ユ
一
…
何
日
V
Z立
そ
の
し
い
同
庄
一
一
J

る
仰
の
り
間
余
円
の
改
官
状
況

h
－
可
極
半
近
に
苅
寸
る
代
F
U
3一
祉
会
に
A

いt
る

設
的
状
記
一
、
心
合
主
れ
る
も
の
で
あ
る
）
と
c
Z
L
1
、
れ
h
J
n
〆
考
惹

ア
こ
の
引
の
就
業
相
川
の
す
凡
支
に
係
る
宇
日

ご
い
つ
v

d

二
一
一
七
包
括
日
に
去

4
2

ZFrJ

ヘ
糸
に
今
川
一
｝
ら
が
い
な
い
亨
云
内
引
に
〉
し
て
ち
、

iν

、、
J

〉、ノ－
j
J
j

f
t
し
4
1
3
1
芽
戸
、

ま
に
、
広
治
ハ
長
心
一
方
働
組
ノ
口
れ
で
乙
FJ
交
法
の
抗
刈
一
の
お
働
組
九
円
寺
一
二
日
ー
ベ
中
山
働
者
の
過
半
数
℃
組
織
す
る
労
働

組
合
そ
の
仇
3
早川攻
w
Y
働
組
什
中
市
「
尖
1

身
心
辺
正
武
士
代
4
叫
す
る
川
中
J

間
心
の
ほ
か
も

hyummv
刀
働
組
合
計
、
辺
倒
4
石
て
ほ
市
成
三
一

れ
そ
の
首
一
泌
を
代
十
三
i

る
説
佳
臼
休
斗
J
V

ツ
ょ
削
者
の
賞
品
い
y
～代わが一
2huも
rυ
ャムU
L
九
九
同
ま
れ
る
も
の
pdω
ー
へ
の
山
一
以
付
事
汗

川h
古
川
政
主
山
で
列
話
さ
れ
て
v

る

UUM刀
品
問
也
什
尋
L

一
心
交
渉
心
経
約
二
以
位
三
心
倒
組
九
九
y
p
v
へ

ι他
C
h凡
業
い
、
心
汁
比

〆〈

hニ

ノJ

、k人法学！"" :n ：~；川日［2υ1'. 3、



ー
ン
ト
－
ー
よ
り
て
、
法
ル
iv

v
タ
丸
山
国
1
4
J

は
川
一
例
江
迎
？
に
ソ
ι

巾
容
で
あ
h

判
例
京
町
内
じ
仏
氏
支
J
P
L
加
乙
る
も
の
三
は
な
い

、一

「
ト
一
立
文
学
J
一
人
に
い
同
行
る
労
働
紅
ム
円
心
役
門
司
パ
阜
、
氾
山
下
数
門
片
山
氏
蓄
の
な
か
に
は
、
こ
の
J

励
行
通
！
点
ん
を
ど
う
読
み
間
違
一
た
の
か
、
枕
業

同
品
別
の
一
デ
持
リ
ケ
＋
従
事
～
ち
に
け
の
ぐ
る
裁
刈
で
ぢ
屈
さ
れ
る
に
一
9
ぎ
な
い
も
｝
れ
ら
の
U
K
素
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
乱
阿
川
上
高
取
引
の
寝
／
仁
を
執
ぬ
ピ

求
め
て
く
る
者
正
て
い
る
c

彼
ら

附川レ比ら）

の
主
張
PL

、
代
償
叫
日
盟
内
が
考
帝
一
必
要
品
川
と
し
て
川
内
不
さ
れ
戸
、
い
る
以
】
、
情
刑
者

か
ら
！
」
つ

3
U
Fゲ
＝
叫
じ
る
と
U
説
町
い
か
な
L
と
、
そ
れ
だ
日
で
ん
口
班
性
を
欠
く
ギ
れ
話
州
火
災
に
な
る
ら
し
い
一
労
働
組
合
可
と
の
六
人
出

も
は
や
対
処
心
し
ょ
う
が
な
い
ハ

以
況
も
考
慮
山
町
玄
に
な
る
の
が
根
拠
1r
い
う
が
、
「
い
い
仇
み
も
こ
こ
ま
で
く
る
と
、

で
は
、
実
際
む

1
1
、
ろ
は
ど
う
ほ
の
か
υ

以
上
で
は
尽
を
改
め
、
代
表
的
な
ザ
ぃ
例
む
検
－
引
か
一
と
r
d

し
て
、
経
過
山
知
置
や
代
償
杓
置
の

中
H
T
h
門
に
つ
い
て
す
宇
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
P
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経
過
措
置
の
要
否
に
つ
い
て

就
告
示
人
出
則
の
が
れ
益
変
更
で
竹
士
川
引
一
歳
ド
ム
店
、

γ7一
行
員
の
山
内
サ
停
戦
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
一
安
仕
組
枠
の
削
減
や
そ
の
後

の
廃
止
診
に
よ
り
、
賃
金
が
一
一
一
｝
阿

h
%引
き
i
げ
ら
れ
た
）
に
つ
き
、
分
な
夜
逃
r
m
Eカ
講
じ
ら
れ
な
か
っ
ぺ

vrJて
、
公
一
史

川
口
容
の
栴
r

性
が
ruH
乏
さ
れ
ん
｝
ケ
3

ス
仁
、
み
ら
の
く
銀
行
事
れ
い
｛
最
小
判
ボ
成

－
h
べ
・
じ
民
集
4
凶
凡
t

一〕口勺

ハ
い
い
〕

h
一円八一

が
占
め
る
。
地
対
は
、
ご
の
こ
ζ

｛
～
持
非
し
て
、
次
の
よ
ろ
に
い
う
n

木
作
い
に
お
け
る
貨
ヘ
孟
体
系
の
変
廷
は
、
短
期
的
に
み
れ
ば
、
判
定
の
屑
の
行
員
に
の
円
九
汁
貝
♀
コ
ス

T
抑
制
の
負
担
を
負
わ
せ
て
い

る
も
U
と
い
わ
さ
る
デ
戸
寸
ず
、
同
一
こ
の
負
担
の
程
皮
も
前
一
が
の
」
う
に
大
似
以
不
引
い
益
を
年
じ
さ
吟
じ
る
も
の
で
た
り
、
人
ど
れ
ら
の
者
は
中

（！メ人民半、 Gi (6 !SI 1ns1 '20; I J, 



r日

町
民
刊
の
汚
働
条
件
の
改
量
一
「
な
ど
と
い
っ
た
利
心
を
受
け
た
い
士
主
近
戦
の
貯
期
吹
迎
え
る
一

7
7
な
る
の
で
あ
る
「
就
業
反
則
心
象
一
町
一

ん
μ勺
J

＼

L

一ιnFへ
ら
は
、

1
 
υ
 

フ〕「ワO
 

り
乃

nリ

右思肌つ叫
4

借
置
ハ
V

山也川に？爪い
J
か
か
わ
ら
一
ず
仕
払
然
f
山
↓
ヰ
幻
よ
、
つ
〆
な
f

人何村
L

、仏村貝〈
r
幻叫州
h

鵠
？
）
弐
、
れ
干
、
い
電
る
4
J
の「
l

、十的る
t

ハ－o
 
ppナム一仏、

札口

に
戸
ロ
っ
て
い
一
の
よ
う
な
制
孔
の
改
正
を
七
う
場
合
に
は
、

一
方
的
に
γ

ハ
利
五
を
一
受
け
る
労
働
省
に
つ
い
て
ぶ
判
刊
誌
性
を
緩
如
ず
る
な
ど

J、
円問

の
山
川
町
追
わ
置
を
設
け
る
三
こ
に
γ

ロ
る
泊
切
な
紋
泌
を
作
防
庁
図
る
ペ
き
し
で
ゐ
汁
リ
、

い
ま
ま
に

ι分
慢
話
に
人
き
江
沢
引
刊
は
の
み

を
受
U
N

ん
さ
せ
る
「
と
に
は
、

川
相
当
牲
が
な
い
も
の
と
、
う
ほ
主
は
へ
は
い
n

上
下
が
い
川
内
経
円
必
伯
中
一
ば
、
川
手
心
弁
d

件、

主
支
こ
町
、
っ
し
、

41

J
l
y－
－

J

d

j

J

 

れ
就
業
川
明
J

附
川
等
変
事
～
の
当
時
院
に
石
J
4

設
に
返
つ
い
て
い
た
行
［
止
に
乙
勺
て
は
、
救
出
店
い
し
絞
和
叶
置
と
し
て
の
効
果
が
分
で
は

｝一、
j
f
L

7
L
P
J
小
U
J

い
の
よ
司
以
叫
刑
34
措
置
の
卜
に
お

hvcは

ヂ
パ
口
人
ら
と
の
関
係
で
貸
ノ
五
百
に
丹
げ
る
本
件
就
業
規
則
斗
J

変
ー
丸
心
六
一
五

の
相
当
怜
中
打
p
u
fる
こ
と
は
で
き
な
い
も
心
と
い
わ
六
る
古
得
な
い

υ

本州十
C
湯
台
、
被
一
岳
人
が
講
じ
た
経
渇
批
判
円
は
一
業
績
給
の
削
減
、
専
任
職
手
当
の
廃
止
及
び
賞
」
J

支
給
半
の
阿
川
波
を
、

（
信
仰
）

六
一
町
民
心
士
、
施
い
九
象
主
に
つ
い
C
は
完
全
実
摘
し
た
場
合
の
削
～
州
割
台
心
的
九
分
の

市
l

成
一
正
午
肢
は
同
じ
〈
約
苛
分
の
二
、
同

f

二
度
は
同
マ
d

く
柏
d
j

九
分
の
二
、
同
一
』
十
区
は
日
乙
く
約
行
分
の
川
山
止
め
、
民
間
』
民
ふ
り
完
全
実
施
す
る
」
と
い
う
不
利
vM変
更

の
段
階
的
な
実
胞
を
内
科
：
ェ
2
0）
も
の
で
あ
り
、

t

に
の
実
施
猶
予
期
阿
古
同
い
た
り
、
各
行
］
闘
が
斗
五
b
h
に
到
A

止
し
た
咋
字
－

rっ

ム
伝
令
に
削
一
派
出
一
会
上
げ
て
い
く
な
ど

t
いパ
z人
も
の

宍
戸
、
午
J
m
l

、J7
n
d
「

Z
」

v

－
f

u

f

f

y

J

 

た
だ
、
判
決
が
「
経
過
必
E
合
政
汁
る
守
｝
／
）
に
よ
る
ぬ
切
な
紋
ぇ
川
中
日
吉
凶
る
べ
き
で
あ
っ
す
九
と
し
七
の
は
、

J
T
L
夕
、

7

l

p

L

d

 

ヘ
ノ
〕
ワ
ー
一
つ
と
主
主
ノ
、

－

L
j
J
じ

i
f
f
d

の
年
齢
層
に
あ
る
行
自
の

、
か
っ
、
そ
の
不
利
、
ハ
川
心
程
hH
叫
が
ト
人
将
な
ー
も
の
で
ゐ
っ

～～、

ζ

い
う
本
件
品
有
の
事
情
が
そ
の
停
車
に
は
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
ザ
！
、
、

不
利
銭
円
柱
、
九
い
か
ん
に
よ
コ
て
は
、

一計一
f
h
z一泊川市山
J

瓜ごと仏

を
ιお
じ
る
、
必
泌
が
な
，
、
な
る
。
こ
う
も
い
F

「
工
、
ぐ
が
で
さ
よ
～
寸
U

" 
z、ー

同
様
に
抗
業
規
日
一
ρUJ
不
乳
vM変ボ～

f
L

／
歳
以
門
叶
古
川
村
ド
合
が
そ
れ
以
前
の
！
ハ
二
（
ハ
仁
%

ハ
ハ
）
段
へ
の
寸
一
年
延
長
に
伴
レ



日
記
↓
ス
ア
一
工
、
ふ
ヲ

Q
）

？？
j
I
I
I
－
 

十
ぺ
に
み
た
み
ち
の
く
銀
行
事
件
と
目
そ
の
結
論
が
注
に
な
っ
た
ケ
v

ス
ヘ
次
の
よ
三
l

ー
｝
か
か
ト
7
9山川
I
T
4
に
お
い
て
、

に
述
ペ
る
第
阿
銀
計
事
店
い
い
（
［
山
崎

小
川
判
山
点
九
回
二
・
一
八
民
集
五

F

笠
一
H

万七ハソ一
h
r円）

ρ
ろ’
ap

－
－
2
 

本
行
総
主
規
則
の
小
品
百
人
は

よ
る
実
質
的
日
小
利
訟
が
大
き
し
く
、

t
H
斗
歳
ま
で
一
行
れ
に
迫
っ
て
い
た
卜
一
口
人
に
と
っ
て
、

ρ
さ
さ
か
附
な
ヂ
能
、
ip
生
じ
さ
ゼ
に
、
」
と
は
想
像
す
る
に
時
ノ
＼
白
い
が
、
出
品
耕
一
心
認
定
に
係
る
：
：
：
諸
事
情
を
か
h
台
考
握
ず
る
は
ら
ば
、

λ
日
叫
お
、
そ
の
よ
う
な
f
T
叩
刊
井
を
法
的
に
そ
出
い
さ
せ
る
こ
こ
？
も
や
む
を
刊
な
い
紅
佐
川
り
す
叶
没
の
必
安
牲
に
基
づ
い

I
X
u
d約
一
ぽ
九
び
の
も

の
で
7

か
れ
る
と
却
な
り
る
と
と
が
で
か
J

立
し
」
む
の
で
は
な
い
F

ー
に
告
件
巾
刀
指
摘
す
る
と
お
わ
、
不
利
v
M
絞
丸
む
に
め
、
十
一
－

Pぜ
い
村
山
山
に
伴
え
て
お
り
、
十
平
件
定
年
制
の
ー
と
犯
に
よ
っ
f
L
門平
J
U
瓜

中
人
的
と
不
利
Mhbz受
け
る
者
の
た
め
L

、
！
正
午
後
六
γ
職
制
度
二
戸
八
歳
ま
で
の
町
四
は
、
従
来
心
立
会
心
ま
ま
で
在
職
で
き
る
制
皮

に
）
も
一
定
期
陀
姥
存
さ
山
ヒ

fTuば
を
迎
え
る
行
い
い
H

に
い
ず
れ
か
を
近
択
さ
廿
る
仕
ど

C
経
治
初
間
一
千
講
ず
る
、
｝
と
が
望
ま
し

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
か
し
、
労
働
条
件
り
集
合
的
処
m
T
H
F
刈
と
す
る
副
業
社
則
の
性
三
か
っ
し
て
、
陀
則
的
に
、
あ
る
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程
度
一
律
、
火
佐
川
一
と
す
る
こ
と
が
安
諒
さ
れ
、
ま
に
、
不
利
就
業
規
則
の
交
史
に
よ
る
小
判
訴
が
、
台
川
一
的
な
期
待
士
山
由
と
う
に
J
ど

ま
る
J
E
の
で
あ
り
、
法
的
に
は
、
既
得
一
権
を
奪
う
ち
の
と
計
叫
す
る
こ
と
ま
ご
は
で
さ
必
い
こ
と
1
6
F
J
T考
土
台
わ
せ
る
と
、
ん
叩
件
ピ

お
い
亡
は
、

こ
の
よ
え
な
好
爪
世
間
相
互
い
引
J

な
い
か
り
と
い
っ
亡
、
前
疋
判
断
を
ム
三
行
十
ゐ
と
ま
と
は
い
え
ま
い
」
コ

本
刊
の
場
台
、
次
の
工
え
に
は
川
過
同
町
置
の
検
討
の
必
変
性
向
r
一
山
政
く
訴
え
る

uh
伸

裁
判
官
の
反
川
州
立
［
一
品
が
利
さ
れ
て
い
る
か
、
同

裁
判
れ
の
詰
一
見
も
、
本
作
に
お
け
る
不
利
訴
の
在
浅
が
品
川
え
鮮
い
L

Y

も
の
、
「
右
し
い
も
の
」
と
あ
ゥ
ー
だ
よ
ζ

を
そ
の
ね
拠
y
r
u
て

お
り
、
山
利
益
訂
早
引
を
あ
く
ま
と
－

R
Mノ
治
ー
な
抗
日
p
ζ
L
て
と
ら
え
て
い
る
こ

ζ
が
注
パ
汗
さ
れ
る
U

木
作
い
り
枕
業
規
則
定
更
は
、
企
業
な
い

L
労
働
持
全
体
の
zL
場
か
ら
わ
机
的
に
史
る
と
き
は
、
ふ
一
心
八
U

河
竹
を
是
認
し
山
い
る
も
の

で
あ
る
一
氏
問
、
ヤ
、
れ
一
ゲ
↓
そ
の
ま
ま
問

的
に
宝
ん
い
隠
す
る
と
き
は



r日

一
般
に
、
こ
の
、
言
ノ
な
矛
盾
は
制
度
の
新
設
・
変
更
の
場
合
に
し
ば
し
ば
止
じ
る
4
の
ご
あ
ノ
て
、
そ
の
九
U

即
的
解
決
の
た
め
に
は
、

一
部
に
宇
と
る
f
h

引
刊
日
引
を
紋
jd
な
い
し
緩
和
ず
る
川
川
町
内
的
作
歪

へい日

r
「従過山いいい軒」

と
J

｛つ。）

を
設
け
る
こ
と
が
置
市
考
え
つ
れ

J、
円問

る
こ
こ
ろ
で
あ
る
ハ

も
と
よ
り
、
就
条
規
則
は
、
守
的
冴
係
の
集
合
的
・
純
一
的
処
1
J
T行
う
ー
た
め
の
も
の
と

L
て
、
凶
作
を
庄
内
前
と
す
る
も
り
で
あ

る
。
し
古
し
、

f
の
建
前
は
絶
対
り
も
の
で
は
あ
り
仔
な
い
口
そ
の
日
｝
に
は
、
本
来
同
一
的
適
引
を
最
も
豆
沼
山
ふ
り
2

へ
き
リ
枯
れ
待
日
新
設
令

改
正
に
お
レ
；
3
1
ば
し
ば
粁
VU川
市
置
が
戎
げ
ら
れ
ご
い
司
る
こ
と
や
、

た
主
た
正
多
数
意
け
ん
が
引
用
す
る
当
げ
は
判
所
判
例
一
れ
件
の
う
ち

判
決
）

ド
月
六
川
魚
小
法
話
間
決
、

の
事
案
が
を
れ
ぞ
れ
町
村
氾
措
置
の
設
け
ら
れ
く
い
た
も
の
で
あ
っ
た
、
一
と
に
よ
っ
て
も
、

明
ら
か
で
あ
る
ν

す
な
わ
ち
、

一
件
（
昨
布
河
一
年
月

ェ
ー
円
大
法
廷
判
決
、
日
六
二
可

片
一
六
日
第
一
一
山
J

江
廷

ム
乙
i
i

、

ト
ム
ノ
イ

日
胤
即
日
に
つ
い
J

山
一
性
心
要
請
が
め
る
こ
と
は
一
政
治
と
し
て
は
王
し
い
げ
わ
ど
も
、

ip ,, 
ハ
体
的
事
情
に
よ
っ
て
は
例
付
的
に

過
措

E
Jピ
設
け
る
べ
き
で
あ
る
ご
と
も

般
論
と
し
て
ム
し
い
の
で
あ
る
v

そ
し
て
私
は
、

本
件
就
業
域
別
心
変
更
が
仁
吉
人
に
引
し
て
及
は
す
不
利
、
ハ
品
川
貨
危
と
い
λ

労
働
者
に
と
っ
と
板
、
重
安
た
vV働
条

川
け
い
閲
す
る
も
の
で
あ
り
、

r
r
t、
p
て
の
程
泌
が
ム
苫
し
し
も
の
で
め
「
丈
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
古
緩
和
子
J

る
何
ら
か

過
措
迂
生
設
け
る
こ
と
に
つ

L
て
も
円
〈
体
的
に
検
討
、
三
↑
七
れ
が
被
l
青
人
の
資
金
的
・
手
務
的
能
わ
ん
か
ら
一
、
J

て
柿
め
て
困
難
で
あ
っ

～一一
h折
、

総
主
規
則
説
吏
の
汗
的
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
小
福
山
求
、
あ
う
す
九
な
乙
、
特
別
の
事
情
が
訟
め
つ
れ
な
い
限
打
、

y

ご
の
よ
ラ

江川川過山ぃトト
Z

豆
な
ー

の
ま
ま

l
Z人
に
受
忍
さ
せ
る
こ
と
を

A
存
ず
ゐ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
る
の
と
あ
る
。

な
お
、
ご
コ
の
く
銀
行
で
は
、
労
椴
条
件
い
の
不
利
口
付
金
更
に
先
行
す
る
形
セ
六
心
歳
定
力
引
が
ム
1
1
人
J

び
れ
て
h

た

、ノ戸｝
b

a

つ
γ
L
、

〆｝｝

f
M

工凡一角山北川以

i
η
わ
誌
の
労
働
条
作
い
z
ぜ
変
更
す
る
い
了
こ
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
六
刊
，
N
変
遅
日
開
設
に
世
枯
し
丈
）

む
に
刻

L
T
、
第
川
相
川
／
ju

で
は
、
五

へ
の
定
年
延
長
に
伴
つ

C
労
開
条
付
の
不
利
、
比
変
更
M
r
行
わ
れ
と
「
ぞ
れ
よ
り
も
え
、
仮
に
’
疋
守
品
川
p

壮
恥
剤
投

就
業
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の
ょ
っ
k
u
制
夜
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
不
利
低
災
史
の
閃
胞
に
は
1

け
ず
り
ー
？
か
っ
た
）

ふ
い
う
校
人
的
な
い
弔
怖
の
相
違
が
あ
一
ぺ
」
の

事
件
全
体
か
り
み
れ
ば
、

こ
と
が
一
河
川
渋
幻
結
論
を
分
か
つ
［
以
北
大
き
な
裟
1
A
J
、lq
コ
た
こ
と
に
も
何
人
骨
す
る
必
苦
が
あ
る
。
つ
主
り
、
経
過
倍

E
の
間
訟
は
、

い
わ
ば
前
次
的
な
向
日
叫
に
了
ぎ
仕
か
っ
た
の
で
あ
る
。

占
め
に
か
も
h
i

伏
で
あ
る
か
一
け
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
ζ

い

先
に
九
J
J

よ
う
に
、
公
務
［
は
り
山
界
で
は
、
給
uyw肝
造
改
革
に
際
L
て
、
在
議
名
のそ
の
必
安
が
た
下
ψ
i
に
あ
っ
ー
～
の
か
に
う
か
U

右
の

現
給
必
山
防
ー

ーノj
～
」
ヤ
」

3
D

、J
7

！、

4
1
1
1
L
V
 

し？
hu
－－

よ
一
〕
旨
河
川
内
の
立
場
に

mmら
l

な
し
と
し
ぷ
い
し
ゼ
め
こ
、
州
民
黙
慌
を
叶
I
－Y
心
的
一
に
浪
ノ
G
c

そ
の
科
山
ほ
の

不
確
定
期
限
は
設
け
る
べ
も
亡
で
あ
っ
た
、
山
お
・
改
止
同
町
宮
比
絞
参
閉
じ
仁
、
工
つ
筆
者
は
考
え
る
の
で
島
司
令
〈

2 

代
償
措
置
の
要
盃
に
つ
い
て

就
業
掛
刑
川
の
f

小
川
刊
益
変
更
に
悶
す
る
判
断
枠
組
人
？
と
い
ふ
占
に
お
い
亡
、
弟
凶
銀
行
事
件
と
み
ち
の
く
銀
行
事
件
と
の
聞
に
達
い
は

r，
に
山
土
る
ま

E
行
川
局
し
て
お
り
、
一
向
者
、
ど
エ
芹
川
、
江
川
目
別
判
例
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ム
ぱ
い
つ
＃
ソ
属
す
べ
き
内
向
要
素
に
閲
す
る
判
不
部
分
は
ど
卯
一

ほ
ぼ
と
い
Y

ま
コ
て
い
る

（表

3
K参
照
）

字企

3

就
業
続
部
川
の
Tm
利
益
金
一
一
に
院
す
る
最
高
裁
紅
決
の
卒
断
枠
組
み

山市川市町銀
h
宇
佐

が
に
な
就
業
用
則
の
Jh山
地
止
は
変
沖
ん
に
よ
っ
と
労
働
与
の
見
得
心

梓
利
士
ザ
ァ
い
、
労
働
占
」
子
三
E
J一
労
働
条
河
士
方
的
に
附
一
吃
9

る

こ
と
に
、
は
則
L

一
）
六
日
さ
れ
な
い
が
、
古
悦
条
件
の
い
一
A
I
的
処
刑
州
、

特
に
そ
の
枕
的
か
っ
一
円
山
な
比
定
を
迄
前
い
す
る
ば
町
周
引
心

性
淀
川
つ
L

行
、
ど
一
↓
d
r札品目
b
t
z
Lァ
が
ん
己
旦
的
fLJ
仙
の
で
あ
る
限
り
、

？
？
り
心
〈
飢
行
下
川
l

析
に
な
抗
4
Z

市
対
則
の
日
成
↓
λ
は
ず
え
主
に
っ
て
労
働
／
け
の
一
は
得
心

世話，
b｝
r
A
q

い
、
労
例
名
ぷ
利
益
な
労
働
長
刊
を
方
的
一
w
h
F
る

こ
と
は
、
品
則
し
f

ν

に
一
吋
さ
れ
1yあい

4

仁川J

＼
労
働
主
件
一
け
事
（

A
U
処
門
戸
、
日
に
ゆ
で
乃
統
一
り
か
つ
出
的
な
応
定
士
n
t
削
乙
ず
る
就

茶
規
則
の
刊
笠
か
つ
い
コ
て
、
レ
ィ
一
該
荒
川
未
反
日
日
合
山
片
山
な
も
の
E
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出
b

の
り
げ
問
事
什
に
お
い
て
～
れ
に
川
色
｝
な
い
こ
f

一
を
珂
山
〆
一
し

て
、
そ
り
庄
司
ど
M
K
U
C
と
は
詐
ミ
れ
人
よ
い
そ
し
て
、
む
～
ぃ
、
一
J

J

i

k

l

臼
則
条
国
叫
が
ん
ν理
市
な
込
口
で
あ
る
と
は
、
当
該
J
V
H

戸
山
川
則
。

作
成
又
は
ハ
ベ
ー
が
、
そ
心
必
R
N
及
ひ
内
容
の

mj円
か
ら
礼
一
へ
そ

れ
y
I
二
、
労
働
v白
U
被
令
ご
と
に
な
る
小
利
誌
の
河
市
川
町
ぢ
虚
1

J

て
も
、
な
お
当
該
当
旬
有
係
に
お
け
る
当
よ
れ
条
刷
打
法
犯
が
範
け
ど

が
必
l
J

去
る
一
」
と
が
一
き
る
J
v
y
J
の
ふ
け
嵯
色
セ
ト
供
寸
る
j

む
の
で
4
クウ匂一、

と
も
一
ど
い
い
、
特
に
、
賃
金
返
収
す
な
ど
万
偶
者
同
了
一
三
、
王
宮
な

市戸川刻、内
h
M
働
長
件

ιγ
セ
〕
山
市
大
げ
は
可
な
不
利
均
Uγ

」
及
ぼ
す
抗
川
市
ー
コ
l
d
心

作
成
rえ
は
変
史
に
つ
い
て
は
、
レ
ィ
一
該
孔
士
川
二
炉
、
そ
の
】
l

そ
つ
な
十
利
益

子
万
飴
丹
に
戸
川
口
yjy忍
さ
せ
と
二
♂
）
を
F

り
す
れ
寸
る
こ
が
と
き
る

ぷ
／
げ
の
詰
皮
む
や
出
、
J

｝
」
基
フ
い

f
A
1
M一
的
以
内
ノ
午
、
り
J

包
む
と
お
る

場
合
同
お
い
て
、
？
一
一
の
効
心
を
1
F
Jる
1
1
b

コL
r

い
ろ
＼
芦
む
あ
る
〈
」

右
心
人
口
m
お
り
有
U

止
は
、
臼
吹
吟
に
は
、
就
支
胡
引
の
足
立
心
よ
J

て
労
働
L
わ
が
い
ね
る
不
利
拾
の
在
仏
、
俺
町
石
切
り
変
山
中
一
の
必
芸
刊
の

川
容
程
豆
、
交
肘
ん
／
品
川
の
説
場
不
規
則
川
市
川
点
在
日
体
力
相
当
性
、
代
償

日
置
七
、
り
位
向
定
一
る
仙
仰
の
主
的
主
叶
心
改
LZ
一
抗
記
、

Vλ
愉
組
へ
：
佐

一
午

と
り
k

父
痔
W

、、

佐＋唱
γ

－Jボ叩に口ム
l
1
4
Q
仲山ハけ川耳怯ん
μ
に
お
げ
ヴ
υ
紋
j

リ山収川品
υU一
Jι

小一総〈口芳
ノ

川凶叫して判川附？〆べ＆イ一
v（
あ
る
〕
以
ぃ
ー
は
、
山
当
一
裁
判
一
川
の
判
例
心
川
恒
三
日

と
す
る
と
－
工
つ
で
あ
る
一
区
南
京
Mm和
凶
f
V
士
一
オ
）
不
一
四
一
住
吉

川
ハ
一

4

月
一

U
K
K紅
一
判
決
e

尺

集

在

二

U

Y

有
力
点
、
円
収
f

品
化
扶
附
和
h

ハ
μ
午
、
L

／
｝
第
一
一
じ
ん
母
、
市
九
f

ハ九」ケ

川
十
日
八
4

行

川
U
J
F
A
二
小
込
山
」
判
決
9

救
判
丸
民
主
J

一向ペノ

門
勺
有
、
五
氏
、
最
古
阿
波
明
布
、
（
律
一
三
涼
一
一
J
R
l
H
vい

ハ

年

石
川
六
市
三
小
L
V一
七
日
付
民
集
山
一
記
入
品
ワ
六
一
、
川
｝
店
、
ー
笠
間

r日J、
円問

あ
る
以
り
、
伺
々
の
u
h齢
者
に
お
J

て
巳
こ
れ
に
H
M
I
ζ
u
い
｝
乙

主同－

F
／
一
し
て
、
句
一
一
小
遣
店
ゃ
に
む
こ
〆
は
沖
さ
れ
に
い
っ
と
し
て
、

吋
i
A民
則
条
羽
川
町
ハ
理
的
な
も
（
川
で
あ
る
と
山
口
、
当
該
J
札
主
忠
則
一
J

咋
成
リ
λ

は
変
子
、
円
山
、
そ
の
召
一
守
一
九
吋
及
び
内
苔
の
阿
ー
円
か
ら
λ

t
、
そ

h
に
よ
り
ご
労
倒
討
が
肢
る
こ
と
に
な
る
不
利
益
の
時
度
目
γ
考
虚

ν

て
も
、
己
お
当
該
口

μ々

畑山

hAFに
お
け
る
当
品
々
で
凶
引
の
つ
目
的
規
範
九
日
乙

川ιぷ」
o
る
こ
乙
が
で
一
き
る
だ
汁
一
リ
ム
1
M一川エ人吉
I
H
す
る
ζ

の
一
ど
め
る
こ

と
を
い
い
、
特
に
、
賃
金
、
れ
一
戦
士
な
ど
労
働
拝
に
L

〉
」
主
玄
な

培
判
、
げ
ん
働
条
件
に
お
〕
高
IM
円J
な
ん
η

利
弘
吉
及
げ
T
h
J
9

机
古
川
町
J
h
p
J

作
技
，
え
は
文
↓
史
に
つ
い
て
は
、
レ
手
前
条
項
が
、
モ
の
よ
A

な
ヂ
利
益

き
urμ

蝕
寸
に
比
内
山
に
交
志
さ
せ
る
一
乙
を
F

「山容」
J

る
こ
が
で
み
ペ
ピ
ゐ

叫
げ
の
白
皮
C

U
岩
佐
一
北
柏
戸
ノ
ム
ヘ
ハ
γ

ー
が
一
的
な
川
洋
心
J

も
の
で
あ
る

川
河
合
に
お
い
く
、

y
ご
心
効
勺
一
Y
H
1
ず
る
も
心

E
い
、
つ
べ
き
で
あ
る
c

七
心
古
川
弘
YAL

の
有
止
は
、
ヨ
ル
叩
円
に
は
、
就
宗
印
刷
出
の
一
一

J
J

に
ド
亡

一二
w
h
z向
者
mMUK
る
不
利
F

仰の
f
r
r

弘
、
侠
閉
店
側
（
υ
党
一
札
の
必
要
刊
の

内
容
・
ぺ
74
花
、
変
史
接
一
り
説
立
罰
則
。
内
容
日
休
日
相
当
性
代
倍

増↓

lzEtu他
関
空
る
拙
♂
J

ん
的
条

4
の
改
善
試
民
、
労
働
組
へ
円
品
J

と
心
t

て
そ
れJ
結
枠
、
似
心

U
M間
出
ム
メ
ば
位
♂
従
業
員
わ
汁
円
A

月

連
］
一
引
に
封
ず
る
収
が
一
お
辻
九
九
に
お
い
る
般
的
伏
礼
υ
J
r
税〈
n
Zノ

ほ
し
ず
判
附

γ
、
F
F
あ
る
。
ド
ケ
「
ば
、
当
裁
判
川
の
引
い
川
川
わ
旧
日
fF

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
令
一
口
問
荒
川
附
和
川
へ
J
4

一
オ
）
第
一
回
全
ι

U10】
京
一
川
一
年
汁
一
↓

I
U仁
川
い
廷
判
決
。
民
生
を
一
一
サ

一
凶
有
バ
弘
、
魚
川
及
昭
和
六
円
ん
っ
と
治
パ
一
同
勺
斗
f

ハ一

ι

寸
凡
六

um三
小
？
る
」
ナ
一
川
決
民
主
川
谷
骨
一
／
へ
ノ
ミ
川
高

お
引
成

τつ
一
オ
J

め
ヘ
日
リ
ハ
「
O
Rヘ
年
一
月
六
日
あ
二
小
法
活

判
決
e

民
民
4
0
治
凶
J

パ
門
人
口
、
暇
両
裁
l
i
u
川
年
ヘ
ふ
ノ
）
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及
ア
成
一
行
｛
オ
、
徐
行
八
百
河
川
合
七
円
＝
川
氏

1

川
法
廷

判
決
は
半
主
只
事
ハ
五
号
八
九
川
向
一
、
最
凸
荒
川
下
絞
れ
午

一
オ
、
第
六
九
一
八
4iJ円
八
イ
二
Fd

！ハ
U
第
二
ト
王
JL判
決
民
装

工
れ
ハ
住
［
山
川
サ
（
ハ
）
戸
川
一
へ

π、者問、）

んで

μ
τ
J
U
川九
2
4
一
月
二
八
日
第
小
）
伸
つ
に
判
決

hh
先
日

巻

【
J

じ
っ
立
民
参
院
、

に
し
古
に
、

へ
考
↓
層
民
主
治
）

’
代
償
訂
置

の
な
か
に
は
、
先
に
L
二
心
労
働
契
約
法
？
抽
行
法
違
に

J
Zの
つ
～
よ
う
に

そ
の
判
断
交
友

そ
の
位
明
内
述
ず
る
也
の
労
働
条
汁
の
改
害
状
況
が
人
つ
亡
し
る
も
の
の
、
代
償
州
民
が
な
い
ヨ
こ
と
を
担
山
間
に
小
引
い
杭
変
更
の
台
理
性

げ
か
芯
J
止
さ
、
れ
た
い
と
で
知
ら
れ
る
併
判
ハ
J

ヤ
l
宇
内

力川、」

ι
つ
い
「
に

小
判
判
町
布
Iι

一
八
七
一
一
品
I

川
時

は
、
引
川
哨
判
川
内
に
も
h

れ
が
八
片
ま
れ
る
一
」
と
は
な
か
っ
た
d

た
だ
、

同
判
決
白
科
、

実
際
に
は
次
む
よ
う
に
原
案
C
認
定
事
実
日
よ
び

判
断
を
整
理
し
た
司
、
ス
て

以
ニ
心
除
審
の
認
ー
ペ
ム
判
断
は

川
町
判
決
半
不
の
ー
オ
拠
収
吋
品
川
に
陀
じ
ん
し

r中
ー
と
じ
て
是
認
す
る
と
と
刊
J

と
？守

収
判
決
に
叶
市
り
逢
）
一
い
は
h
h
い

と
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
心
三
た
の
で
あ
る
。

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

の
認
定
す
る
と
こ
つ
に
工
れ
ば

ム
一
片
円
か
、
り
ギ
件
川
山
政
令
支
給
規
定
を
施
行
し
、
そ
れ
に
は

仁
生
門
人
は
昭
和
凶

「沼山
J
収
合
は
、
退
職
批
吋
の
立
九
一
本
姶
月
傾
ピ
勤
続
qi数
を
点
じ
て
得
た
令
料
開
と
「
る
一

勤
続
有
数
ば
人
社
の
円
か
っ
起
位
丹
、
六
日
’
純
正
は

死
亡
の

1
ま
ご
と

一
年
ベ
刊
の
川
崎
訟
は
こ
れ
を
げ
刻
と
す
る
c
p
i
y」

レ
た
に
ご
ろ
、
上
白
人
山
川
、
従
業
只
の
同
立
を

得
ヨ
い
ま
主
、
川
川
和
I

日
一
一
午
〕
け

九
の
リ
内
乙
↓
正
引
に
よ
り
、
本
件
退
杭
ヘ
ノ
：
干
支
給
規
定
中
一
河
川
け
一
限
り
で
廃
止
し
、
同
士
で

の
就
労
鴻
判
に
汁
山
す
ノ
る
返
威
令
…
は
支
払
う
が

河
刊
八
月

E
以
降
の
就
労
削
刑
判
刈
は
退
験
全
特
2

り
に
の
基
礎
と
な
る
勤
続
年
数
に
借
人

し
な
い
こ
と
に
変
遅
し
、
｝
去
人
に
mmJ祁
一
人
可
六
？
己
I

ヲ
円
入
社
し
附
和
白
夜
年
一
心
万

ハ
ノ
円
還
社
し
～
紋
上
出
人
に
対
し
、
川
町
和

冗
一
年
］
月
一

け
ま
で
心
就
分
邸
内
ピ
村
山
「
る
討
議
全
日
、
九
を
支
ド
っ
た
、
と
い
h

つ
の

C
占
め
る
ハ
ー
し
て
、
原
容
は
、
本
件
混
成

ヘ五
1
え
川
口
和
川
府
ど
は
就
来
規
則
と
し
亡
の
川
コ
絡
を
い
引
し
て
お
り
、
’
仰
の
変
更
は
従
来
ハ
ロ
「
（
に
対

L
H川r庁
八
月

円
以
吟
の
就
労
煤
慌
が
退
恥
令

（！メ人民半、 Gi (6 ''I 1'iS7 '20il J, 



r日

算
定

2i合
総
L
y
t
J

ゆ
る
勤
続
午
数
仏
友
人
さ
れ
ー
？
く
な
る
と
い
う
よ
中
利
ぷ
を

告
1, 

ト
片
付
的
に
泌
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
し
m
’
わ
ら
ず

は
そ
の
代
償

r
な
る
労
潤
条
件
よ
T
h
b
提
供
ー
｝
て
お
ら
ず
、

ま
に
、
右
京
利
、
ハ
川
、
引
是
認
さ
L

，O
T
？
な
特
別
p

心
事
情
も
認
め
J

れ
な
い

J、
円問

の
で
、

L
心
安
一
史
は
合
汗
的
な
も
の

r
い
う
w

乙
が
で
き
江
い
か
口
、
被
l
告
人
に
刈
し
効
々
を
牛
じ
な
い
、
乙
判
断
L

L
三
小
三
＼
池
に
一
ぷ
河
井
z
ゼ
ト
凡
認
さ
守
る
払
う
な
目
別
の
市
下
い
戸

、
不
列
＼
八
u
変
更
の
代
償
ζ

な
る
川
沼
町
出
が
た
千
九
一
議

じ
ら
れ
と
い
日
：
て
も
、
当
常
t

～
そ
の
台
攻
科
は
は
同
定
さ
れ
る
u

代
償
治
置
の
心
都
山
も
、
他
の
妥
÷
ふ
に
日
様
、
独
け
い
J

し
に
考
慮
長
京
で

は
た
く
、
総
合
判
綜
に
当
た
つ
ご
い
44v
這
き
れ
る
ブ
｝
ク
タ
！
の
一
ぺ
に
「
ぎ
な
レ
〈
げ
以
判
川
が
代
償
所
川
置
を
f
C
J
う
た
も
の
こ
し
て

在
併
し

t
い
る
い
と
ぽ
、
右
パ
νJ
判
刊
日
次
文
を
素
直
に
読
ぬ
ば
わ
か
る

五
ハ
品
、
本
件
の
場
合
、
退
職
令
支
給
規
定
廃
止
の
理
由

ι
つ
い
て

は
、
ヰ
ム
「
給
制
皮
へ
の
存
行
に
よ
っ
て
、

川
河
来
呉
川
刊
J

以
則
よ
り
も
～
↓
円
い
「
司
会
と
作
匂
に
ム
十
ワ
七
と
い
う
説
”
し
か
な

οれ
こ
い

ー
ら
れ
ゆ
え
、
代
償
知
商
れ
い
り
有
仰
心
ι
…
ヤ
は
う
ま
で
も
な
く
、
本
什
は
ん
口
市
叫
性
ど
欠
く
と
と
が
別
伐
ヨ
事
京
て
あ
コ
た
と
も
い
え
る
）
勺

使
川
川
ギ
ド
が
労
働
条
件
の
ト
八
幡
、
J
Xぃ
刊
心
変
更
と
余
儀
山
く
さ
れ
る
場
台
、
そ
も
そ
も
代
償
措
出
心
誠
い
る
余
裕
な
ど
ヒ
い
の
が
た
尚
一

立
あ
り
、

不
利
p

ハ
山
口
一
夜
民
が
大
き
け
れ
ば
、

ァ
て
の
検
討
が
必
中
叫
に
な
る
と
い

い
J

代
慣
れ
丙
に
は

小
間
同
の

緩
和
す
る
意
味
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
代
償
措
山
h
k
講
じ
る
ミ
こ
、
引
ず
で
き
る
の
は
、
あ
く
ま
で
使
用
去
に
ふ
の
ぷ
！
合
が
あ
る
場
介

、L
の
こ
と
は
、
経
過
が
置
に
つ
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
い
え
る
こ
乙
で
あ
っ
て
、
ふ
引
判
訴
の
程
弓
V
苦
し
い
場
合
で
あ
っ
て
ー
も
、

使
い
月
蓄
に
干
の
市
小
松
が
な
け
れ
ば
、

ー
川
過
れ
い
晋
を
講
じ
ム
V

こ
ζ

ば
ヮ
快
一
駐
し
く
な
る
。
他
方
、

不
利
引
の
程
改
が
小
さ
け
れ
ば
、

活巾一

ζ

同
禄

代
償
治
問
に
つ
い
て
も

る
必
U
K
は
な
い

一
l

h

〉
フ

3
J
d

、

1

ぃ、！む正品川
N

明
H

J
イ
v
u
J

JZで，
v
丈
日
午
作
、
へ
の
刈
／
状
を
み
る
こ
、
労
働
新
台
や
泡
ア
数
代
表
私
自
の
安
求
に
川
じ
、
「
の
要
ぎ
に
つ
い
て
漆
く

いい号、ぇ
J

げ
も
し
王
三
、
山
川
札
泣
1
川
山
民
や
引
け
前
哨
置
を
安
μ尻町

る
傾
r「
叫
が
少
な
炉
ら
ず
み
ら
れ
る
〈
民
家
公
務
員
の
例
に
倣
ッ
て
今
皮
人
山
中

¥ 
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向
、
拾
う
を
引
き
ト
げ
る
判
明
ム
ロ
に
お
い
て
も
、

の
民
ト
げ
分
吹
国
時
に
泡
納
ト
リ
る
と
と
ま
で
日
ぷ
め
ら
れ
ず
、
」
れ

が
そ
の
ま
士
法
人
に
銭
る
任
粒
子
ず

？
？
よ
」
州
刊
山
え
一
助
長
1

〆
た
と
い

5QO

干、
P

J

J

？ず

，
 同
者
一
弘
ι
で
運
υ
！
さ
れ
て
い
る
法
人
心
場
合

治
州
土
石
に
反
子
J

の
が
訪
で
あ
コ
て

』
」
の
よ
う
な
差
凱
ハ
刀
は
本
わ
れ

へ
の
世
約
十
｝
求
u
m
a
l
り
、
孔
な
い
か
ら
／
「
ド
コ
ヒ
、
、
」
れ
を
ほ
打
治
活
用
山
や
代
償
山
山
南
－
d
呂
に
お
い
て
、
教
城
門
買
の
処
遇
改
善
に
へ
ん
と
る
こ
と

に
は
川
ら
ひ
に
阿
倍

hrぬ
る
ζ

い
わ
さ
る
か
石
川
な
い
U

労
働
組
ιー
や
遁

r数
代
ぷ
者
と
の
良
好
な
お
係
宇
維
持
す
る
一
」
と
も
た
し
か
に
大
切
で
ゐ
ろ
一
7
H
m
、
自
民
す
な
わ
も
新
税
者
心
利
、
ハ
川

に一以
1J
司
令
ノ
汀
引
は
、
敢
に
こ
れ
士
山
色
ー
ま
な
け
れ
は
一
ば
ら
な
い
－
そ
う
し
た
出
口

V
持
て
ゐ
の
か
〆
ご
っ
か
し
そ
れ
が
今
、
百
げ
一
大
学
法
人

に
は
対
わ
れ
て
い
る
の
で
込
る

給
ド
ヲ
の
引
ー
、
l
げ
：
一
台
r
ナ
に

z－
七
一
以
担
調
泣
い
↓

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

公
務
員
の
給
与
引
下
げ
と
そ
の
仕
組
み

人
以
防
勧
告
制
皮
が
ス
タ
ー
ト
い
て
い
仏
ぞ
れ
判
μμ
の
内
容
が
初
め
て
減
待
攻
定
と
な
っ
た

0
1二
年
、
人
弔
院
・
似
品
川
一
務
指
乙
牧
一
民

団
体
と
の
附
に
山
お
け
る
交
法
E

い
攻
防
が
絞
り
反
さ
れ
た
J

いえノマ

Z
一
の
う
ム
人
は
、
労
働
ム
一
叫
持
制
限
の
代
伎
と
、
J

て
の
役
割

を
来
た
一
ヲ
人
事
院
が
月
例
給
守
合
切
り
「
U
H

る
、
一
こ
が
で
き
る
の
か
／
一
い
う
制
反
町
、
。
り
も
、
む
ー
正
J

減
制
改
｛
υ
宗
一
こ
の
よ
う
に
実
施

ず
る
の
か
、
「
な
わ
ち
一
改
U
後
の
体
的
表
を

Jr氏
帆
ェ
え
の
流
企
系
準
い
れ
で
あ
る
凶
月

E
に
遡
っ
て
凶
弓
t
u
一
入
場
合

こ
れ
に

ι
ヮ
て

キ
じ
る
芸
額

JUYEの
よ
う
に
｝
戸
、
彼
収
す
る
り
か
、
と
い
う
一
津
川
面
に
あ
J

た。

仰
に
的
の
改
｛
疋
が
す
べ
つ
、
増
額
改
定
で
ふ
の
つ
に
た
め
、

品
川
以
内
心
噌
割
分
は
完
結
〆
て
い
う
形
で
山
町
山
に
迫
給
さ
れ
て
い

マ「」い一」中小、

－

I
i
l
v
 

の
に
汁
し
て
、
以
内
向
飢
改

tι
一
古
川
一
月
に
お
一
っ
て
実
捻
ず
る
こ
と
は
小
引
け
枇
不
溢

E
C原
則
に
一
応
［
、
土
川
さ
、
れ
な
い
と
レ
ろ

法
研
ハ
の
同
市 同

時

（！メ人民半、 Gi (<' ,31 1nss '20; 1 J, 



r日J、
円問

7

つ
あ
り
こ
の
墜
を
取
れ
ノ
滋
え
る
こ
L
Y

は
附
黙
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
z
l
h
し

し
か

L
な
が

1

政
制
は
、
九
州
山
町
の
と
、
マ
勺
、
人
事
院
効
古
と
お
り
に
山
町
民
i

改
定
、
も
は
ん
地
ず
る
こ
ぐ

Y
7
1
以
？
の
D
h

つ
な
件
改
H

1hILTγ
わ
れ
る
」
と
に
な
る
c

一
般
職
の
職
員
の
給
与
L
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
匹
年
一

一
月
一
一
二
日
法
律
第
一
の
六
ロ
ヰ

。
二
般
識
の
議
員
の
総
与
に
関
す
る
法
尽
の
一
部
改
正

般
職
の
取
c
h
C
給ぃ
7
仁
成
す
る
法
律
「
日
比
布

ー
い
司
法
律
第
九
じ
写
）

に〉

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
ー

第
一
条別

！
？
ポ
ー
か
ら
刻
表
第
ー
ま
で
を
次
の
上

3
に
改
め
る
J

（
俸
約
I
仏
に
定
め
る
斗
給
月
議
ー
ピ
ド
均
二
ハ
〉
一
%
引
き
「
げ

る
ご
と
を
内
容
と
す
q

G

I

H
）

開す

員IJ

（
施
行
期
H）

こ
の
法
作
は
、
公
布
川
一
戸
わ
し
の
馬
」
7
る
月
の
将
司
の
初

E
（
ふ
れ
仰
の
ー
が
月
の
初

E
と
あ
る
と
き
は
、
そ
の
J
E）
、
J

市川

ω

J
F
μ
r
T
H
2
1
 

f
る
。
（
以

F
、川町一

で
す
成
四
午

i
一
月
比
五
給
す
る
応
末
手
当
及
び
拡
太
特
別
子
中
に
潟
？
？
る
ね
杭
箔
鼠
）

ず
氏
周
午
i
一
「
h

t

目
立
給
す
る
府
末
手
当
又
は
期
末
梢
山
子
吋

（
ぺ
午
、
こ
の
引
に
お
J

て

一
山
品
工
手
当

1」
〆
｝
い

c 

の
需
は
、
第
条
の
山
山
内
定
に
よ
る
改
正
川
日
刊
の
給
h
7
決

a

の
規
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
河
J
疋
に
よ
り
詩
｛
記
さ
れ
る
照

、k人法学！"" :n 2~；川削［2υ1'. 3、
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知
む
に
掲
げ
る
釘
か
ら
第
二
百
に
出
げ
る
傾

（
以
下
、
の
項
い
お
い
て

と
い
ニ
J

じ
〉

y

－rっ、

を
減
ヒ
ナ
入
山
凶
に
州
当
す
る
九
仰
を
減
と
た
日
制
：
－
こ
す
る

υ
r
U下
、
時
）

千
点
凶
司
！
？

＼
附
町
一
ま
で
引
き
続
い
て
在
戦
し
ず
九
期
間
で
同
年
凶
u
け

か

ら

施

行

E
の
前

E
ま
て
や
み
一

ジヲ

「
略
）
に
つ
い
て
ム
給
さ
れ
る
給
守
子
っ
ち
体
給
、
初
任
給
認
繋
手
当
及
び
扶
妥
干
吋
悦
び
に
戸
、
れ
ら
の
稲
川

γ改
定
に

rAh
孫
子
従
政

γ
る
こ
子
r
h
弘
る
vお
う
（
内
人
口
勺
に
お
い
て

俸
給
量
J

」
と
い
う
口
）
の
紛
の
ム
口
百
綴

川
位
相
存
職
期
間
に
つ
ノ
レ
L

改
疋
母
、
の
ゆ
加
ハ
ー
よ
い
9

に
よ
り
片
山
L
r場
会

ι料給付世
J

幻
殺
の
合
計
粒

こ
の
改
υ
土
、
仏
心
仕
組
み
を

本
町
引
に
お
い
て
俸
給
表
寺
三
政
相
改
定
し
、

こ
長
約
す
る
J
、

f
D立」」
TpkuU14
二
川
、
亡
、

J

f

U

L

－
－

u－
E
！

L
P
J
L
 

さ
れ
に
作
約
表
等
主
匹
月
一
日
に
調
、
2

て
泣
用

L
た
A
荷
台
の
芸
誌
相
中
！
犠
J
T
一
二
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
労
で
調
整

る
と
い
う
も
の
で
あ
つ
に
わ
ぺ
た
、
先
阿
波
ベ
ー
に
よ
っ
に
、
こ
の
よ
う
な
昨
日
王
ん
式
は
、
不
利
投
不
測
及
の
原
則
に
反
し
、
計
穴
、
れ
な

い
と
の
批
判
ぃ
？
の
り
、
こ
の
こ
と
や
き
慮
レ
ー
に
に
め
か
、
有
年
同
様
の
－
減
額
改
一
定
し
」
九
九
ぷ
た
二

C
り
ど
り
民
改
正
で
は
、
こ
れ
い
md
以

下
の
、
て
7
に
攻
め
つ
れ
る
一
」
と
い
な
コ
た
じ

。
一
般
職
の
職
員
の
給
与
’
ド
院
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
五
年
一

O
月
一
六
日
法
律
第
一
回
一
号
）

二
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

の
託
収
［
は
の
給
ヲ
ピ
吟
ず
る
法
存
｛
昭
川
刊

瓦可ふトいい

r第
九
九
ピ
ソ
）

部
を
次
の

第
一
条

仁〉

出
r
i
第

h
M
h
一
刻
表
第
三
で
を
次
の
よ
う
に
改
吃
る
－

r

俸
給
ぶ
に
定
め
る
仲
給
月
殺
を

γ灼

ド
）
七
%
引
き
「
け しt

（！メ人民半、 Gi (6 ＇引 JliGl '20i I J, 



r日J、
円問

るャ

ζ

ー
一
、
内
百
と
す
る
行

附

員IJ

一
、
施
行
期
け
、

こ
コ
ノ
ム
ト
九
与
は
1

中小、

f
h
I
J
f
L
i
 

公
布
の
円
の
属
」
つ
る
「
irzuuvRJ
り
抗
日

一
、
公
ふ
の
は
ひ
戸
ヲ
日
初
日
と
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
）

から’施一戸「
υ

す
る
。
へ
以

F

J主

年

月

ιLえ
給
す
る
照
末
手
当
及
び
期
末
特
別
子
中

vL
町民

FJ
る
特
例
措
置
」

ド
成
l
i
h
t卜
一
け
に
主
治
す
る
悶
t本
手
当
又
は
期
末
特
別
子
山
町
i

（
以
下
ご
の
取
に

h
い
と
一
期
主
手
当
す
一
と
い
う
J

、〉

第
条
む
は
だ
に
よ
る
は
に
川
崎
久
む
給
j

寸
一
一
出
。
の
規
心
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
読
む
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
朋

C
詰
ん
は
、

ぶ
T
当
等
（
山
積
（
以
下
ご
の

uhに
お
い
て
「
共
市
街
L

と
い

か
ら
次
に
拐
げ
る
紛
の
合
計
数

7

以
h
l
こ
の
尽
に

日
。
ぃ
、
調
整
納
」
と
い

に
相
当
す
る
烈
ナ
ピ
町
内
v

に
よ
初
と
す
る
υ

（
以
卜
、
時
）

斗ー成
j
日
司
凶
刀
弓
べ州

党
一
日
調
整
子
当
、
付
凶
：
当
、
通
勤
三
川
↓
一
、
倒
骨
赴
H
r
J

山
、
設
職
調
整
知
的
月
絹
の
ム
円

バ
組
に
ノ
ゾ
万
の

－

C
Jを
乗
じ
て
待
た
め
に
、
洲
一
年
刊
円
け
か
ら
疏
行
F
h
h

の
い
同
ず
る
は
の
前
月
ま
で
の
月
数
｛
時
）
す
一
時

J

：1
二
目

：f
j
官

4
1
以
ト
リ
ー
ハ
乃
は
I
A紡
六
れ
と
民
主

PT当
及
び
鋭
的
干
ψ
！
の
合
一
占
仁
被
又
は
桜
木
特
別
子
中
の
鋲
に
十
円
分
の
一

」
／
乗
じ
て
お
～
組

( ) 

叫
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こ
の
「
ざ
い
、
ヰ
成
一
台
咋
改
正
法
ピ
お
し
い
て
は
、
前
ギ
の
よ
う
に
同
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る
す
べ
て
の
袷
I
J
ー
を
月
ご
と
に
円
計
宗

ず
る
「
沸
及
卜
刀
式
L

で
は
な
く
、
年
刊
の
百
民
ぬ
り
を
均
慢
さ
せ
る
続
々
か
ら
、
阿
月
分
の
比
較
山
町
民
J
J
f
u
品
発
に
い
収
↓
え
ん
分
を
州
制
安
調
苧

ず
る
「
制
度
調
整
訂
式
カ
探
凶
さ
れ
る
守
｝
／
）
に
な
り
、
…
て
の
結
果
、
未
利
心
地
及
、
一
い
う
色
彩
は
や
や
薄
ま
っ
た

Lt
に
＆
一
凡
交
け

ら
’
れ
る
n

し
か
し

）
て
も
、
年
間
給
『
v
J

／一二一？己
I

燥
の
拡
太
子
hvi
等
で
減
館
前
豆
ず
る
こ
に
に
変
わ
り
は
な
く
、
実
民
団
に
右
川

し、

す
れ
ば
、
丸
山
く
正
で
も
J

J

ナ
ス

（
精
算

ムゲ引川ぃ

LR小
川
品
店
及
の
原
引
に
ほ
し

さ
せ
る
も
刀
で
K
J
h
り

訴
さ
れ
な
し
と

の
批
判
が
日

γれ
で
収
ま
る
よ
う
な
一
マ
人
は
も
と
よ
り
な
か
っ
た
乙

問
題
は

レー悼ん
μ

心
、
ア
よ
く

ほ
廷
L

持
ら
込
ま
れ
る
こ
と
に
ほ
る

ま
ず
、
同
家
公
湾
口

に
つ
い
と
争
わ
れ
ι
J
J
U比一
M
Y
年
度
人
事
院
勧
告
万
長
ハ
h
l恥
信
事
咋

（
ボ
京
高
判
平
成
一
ヒ
・

ノL

今川一小JF
判
九
ひ
じ
口
勺
一
有
川
口
－

に
お
い
て
は
、
本
利
引
け
例
措
霞
（
矧
末
l
当
に
よ
る
減
泊
抗
置
庄
は
一
一
一
川
期
の
羽
末
子

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

ψ
」
の
稲
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、

既
山
内
九
生
し
ー
に
給
7

詰
求
権
2

ど
処
分
と
い
レ
従
更
す
る
も
の
で
は
な
い
一
、

2
が
確
認
さ
れ
↑
上
で
、

壮
一
よ
前
心
州
市
当
法
ピ
よ
り
等
宏
ぷ
～
金
釘
と
改
正
給
勾
J

日出に

似
い
が
済
的
い
は

た
令
店
街
と
の
差
凱
pf
返
時
さ
ベ
イ
F
Q

」1
）

す
と
は
川
ふ
の
札
円
ポ
乞
招
来
、
F
る
一
」
と
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
J

て
色
、
民
終
的
に
は
立
法
裁
口
中
↓
の
問
町
田
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、

こ
れ
に
代
ね
る
泊
切
な
方
法
は
対
い
山
川
せ
な
い
た
め
、
計
容
さ
れ
た
裁

Z
の
税
関
内
に
あ
り
、
ム
h

辺
川
円
で
あ
る
；
、
い
う
こ
ζ

が
で
き
る

と
日
断
さ
れ
た

池
方
、
こ
れ
と
は
橡
の

3但
刀
泊
方
公
務
員
に
つ
い
て
予
わ
れ
た
丘
（
申
庫
県
「
応
末
一
ト
ア
当
減
額
）
事
件
？
ド
八
阪
高
川
干
成
一
人
φ

一
心
労
可
九

＋
件
一
い
何
は
形
式
的
に
は
胤
末
子
吋
の
減
額
ζ

ほ
っ
て
い
る
も
り
の

引
先
質
的
に
は
ほ
に
常
生

ft 
】f勺

yふ
H九

、Ji
J

／

＼

l
J
 

［
た
百
合
請
求
権
を
占
Y
仮
に
不
引
い
引
に
変
ボ
ん
し
た
も
の
と
副
似
し
つ
つ
、
こ
、
れ
誌
で
の
給
手
改
定
、
J

ス
づ
ム
の
活
用
に
町
、
ら
し
、
リ
法

（！メ人民半、 Gi (6 '71 1'iGi3 '20i I J 



r日

裁
一
事
権
を
活
断
・
瀧
用
、
J

？
に
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
v

の
裁
判
例
は
、
川
川
町
向
在
比
巴
よ
古
川
知
ボ
千
当
の
剖
聞
の
確
定
y
し
み
る
か

（計へ日川局生以

l
v
の
遡
泣
分
の
椅
教
と
yぺJ
Q
か
（
大
阪

J、
円問

門
間
決
｝
に
い
う
ヨ
と
は
、
そ
の
河
川
淵
を
川
中
ハ
に
す
る
こ
は
い
え
、

結
論
に
お
い
て
は
、
ー
ょ
に
止
法
裁
戸
干
の
問
忍
ぜ
あ
る
「
〆
、

か
つ
、

そ
の
裁
日
甲
心
ム
円
見
刊
が
認
め
、
本

f
折
置
を
妥
当
と
斗
町
！
？
？
も
の
と
な
っ
亡
い
る
。

川山刀

川
時
百
に
お
日
る
｛
E
Kり
紡
ヲ
ぷ
較
ん
と
行
っ
て
そ
の
均
棋
を
は
る
人
事
院
勧
告
制
庶
民
を
綾
待
ず
る
や
め
に
は
、
庁
内
ベ
ス

で
の
検
討
叶
げ
か
2

左
辺
と
な
る
c

こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
素
仰
に
読
む
民
句
、
、
｝
の
よ
う
な
考
え
方
は
裁
判
茸
に
よ
っ
て
も
よ
八
今
わ
さ
れ
↑
↑
L

レ
る

と
し
て
、
山
州
連
い
は
は
し
い
唱
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

、
」
れ
ら
の
f

拭
判
例
は

双
H
l
L
も
に
本
什
は
M
t
也
九
ざ
い
女
レ
！
と
「
る
決
定
的
な
論
拠
を

y江
戸
被

E
Lし
い
ろ
出
4

に
求
め
て
日
い
ノ

こ
う
し
た
約
7
心
強
及
波
紋
は
、
け
一
山
沖
や
条
例
を
も
っ
て
払
置
す
る
か
ら
こ
そ
い
が
が
可
能
ャ
、
あ
っ
r
、
勤
務
条
件
出
定
、
キ
義
f

粂川内

主
義
－
が
妥
ψ
ー
す
る
公
絞
只
に
つ
い
て
の
み
企
て
は
ま
る
と
い
っ
さ
、
え
仁
川
f
u
l
l
－
分
成
り
立
つ
f

つ
ま
り
、
公
務
員
出
が
遊
山
さ
れ
た
い

国
立
大
山
手
法
人
半
、
（
り
は
入
、
に
お
い
C
は
、
こ
の
よ
う
は
測
及
減
執
は
日
3
れ
な
い
と
い
う
考
ん
方
で
ふ
ゐ

1hh

～、
J
F
に、

が
池
山
さ
れ
な
い
法
人
の
場
丘
、
こ
の
ど
う
な
？
リ
渋
柿
討
寸
を
講
じ
る
こ
〉
は
到
底

勤
務
か
た
円
法
定
、
l
l

設

む
き

924い
な
い

1
た、

J

一
法
裁
2
を
「
使
店
ア
r

の
決
言
」
と
読
み
誌
甘
え
る
こ
と
に
も
江
…
坦
が
あ
う
つ
じ
た
だ
、
増
額
改
た
の

t
き

に
は
公
務
門
田
（
y
、
同
様
、

滅
的
問
改
定
の
／
一
き
は
そ
れ
が

四
月
に
池
っ
て
泊
目
す
る
が
、

転
3

工
に
で
き
な
く
な
る
！
〈
い
う
の
1
d
所
ぜ
な
い

訪
で
は
あ
る
。

トヲ

~－ 」

、～

ノ、

段
、
平
成
一
凶
咋
改
正
給
ワ
法
心
規
定
を
さ
に
み
る
、
｝
子
乙
一
G
J

ゐ
。
レ
ト
改
正
規
定
は
、
車
京
高
政
も
そ
う
訟
定
？
と
ー

よ
う
に
、
決
L
て
俸
給
月
一
級
伴
J

中
一
一
巡
及
し
ブ
｛
、
減
部
改
定
し
た
も
の
で
は
な
，
＼
あ
く
ま
で
も
期
末
子
吋
に
よ
｝
白
一
訊
笠
」
を
バ
コ
た
も

の
と
い
中
唱
え
ら
、
れ
る

（
平
成
ム

τ
レ
今
改
疋
法
で
は

先
に
み
と
」
う
に
日
｝
の
日
一
と
が
よ
ち
鮮
岐
に
な
る
J

f
－

日記 I、江主l前阿部j キcOo4[2υ1 '. 3、



つ
ま
一

1
1丈
史
的
に
は
給
う
の
u
d
M
A
一祇
h

仰
の
芯
味
を
心
す
る
こ
と
は
r
h

川
ハ
ん
ご
さ
な
い
も
の
の
、
が
式
的
に
は
も
と
土
わ
、
法
的
い
い
い
へ

こ
れ
を
あ
く
ま
で
期
本
子
当
の
街
を
叫
畑
山
ヘ
変
出
土
し
た
J

ネ
の
と
団
円
滑
L
J
る
の
で
あ
r目
。
す
ノ
江
わ
ち
一
、
改
止
配
と

ω、
止
後
の
司
判
的
守

南
を
日
河
川
詳
し
、
そ
の
差
J
引
を
開
閉
ぶ

T
少
の
試
魚
川
似
か
っ
同
日
J

除
ず
る
守
｝
／
一
に
よ
り
、
そ
の
J
N
を
も
っ
て
問
求
手
当
の
街
を
惨
た
一
i
q
r
い

う
考
え
γ

々
で
あ
り
、
寸
法
者
の
怠
凶
も
r

こ
に
あ
っ
1
F

～
こ
い
つ
て
よ
い
n

に
た
、
沿
い
治
改
守
ル
プ
一
一
減
州
制
改
定
り
場
台
市
、
給
う
法
の
改
IL旧
品
定
引
け
パ
な
る
乙
い
う
の
も
問
題
で
あ
り
、
立
法
品
川
ζ

し
て
は
憎
刑
務
改
定

日
一
段
合

ι
お
し
て
も
、
巡
及
湯
川
明
で
は
な
く
、
山
町
ト
不
手
当
の
増
結
と
い
う
手
法
｝
ゲ
し
し
品
工
と
を
今
後
は
検
討
す
J

べ

2 

国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
給
与
引
下
げ

r

rぃ
一
三

t

↑
州
議
祈
青
む
実
質
的
い
ほ
遡
段
辺
市
川
以
、

【リ一
y

出
品
直

一
裁
判
仰
が
一
七
7
よ
う
に
、

（故旦一）

と
い
う
づ
一
ワ
ァ
ク
ボ
ヴ
ク
ス
に
よ
る

こ
と
が
て
き
る
公
誇
員
心
止
界
に
つ
い
て
の
み
認
め
つ
れ
る
も
の
と
あ
り
、
凶
R
V
大
学
院
人
を
拾
め
L
Y

す
る
」
広
人
に
は
討
さ
れ
沿
い
と

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

（

U
4
与
え

h
は
た
｛
d
m
L
い
お
る
す

た
と
え
ば
、
従
ー
に
の
方
式
に
従
い
、
公
務
員
に
倣
コ
て
人
事
院
勧
丘
円
に
混
じ
1
い品川
J
J
M
4
4

｛
止
を
実
施
、
以
去
こ
と
の
当
へ
は
が
与
一
J

わ
れ
た
、

じ
λ

又
伯
計
作
一
一
人
八
三
会
4
H什
一
、
札
幌
u
同
判
立
点
一
九
・
一
一
・

に
お
い
し
は

給
料
の
一
一
額
そ
の
B

の
は

一
河
川
村
九
三
九
日
勺

訟
の
ら
れ
f
y弘
一
の
の
、
そ
の
迦
投
改
心
ピ
つ
い
て
は
、
阪
に
山
花
牛
L
て
い
す
八
百
合
わ
ギ
丸
山
中
沢
科
目
仰
に
変
史
ず
る
J

も
の
で
あ
J

て
、
効

h
りわ
r
正
1
3

】
な
い
と
さ
れ
て
い

本
崎
山
…
ち
に
汁
〈
F
む
に
ォ
一
山
ゎ

γ
ぺ
数
明
日
所
h
M
許
さ
れ
な
い
と
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で

パ
ハ
汁
中
的
に
発
1
L
て
い
に
賃
金
請
求
権

し
か
し
、

を
手
間
開
｛
九
変
死
L
、
こ
れ
や
一
巡
及
的
に
変
だ
す
る
ご
；
」
と
あ
3

た
こ
2
が
わ
川
J

一
岳
山
本
件
の
場
介
、
ア
れ
は
uh
ハ
体
的
に
は
汁
事
会
が

給
与
改
で
を
決
む
L
U
J
G
前
の
山
山
内
定
に
片
品
づ
く
給
料
等
乞
析
し
、
そ
の

だ
に
FJ々
Jar
－
な
レ
の
で
y
C
G
し

（！メ人民半、 Gi (6 '81 JliGc '20i I J 
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r日

？
っ
マ
ツ
ダ
l

」、

し
て
い
な
い
）
賃
金
請
求
権
に
つ
い
て
は
、

そ
の
剣
蒋
前
同
に
は
当
夜
、
入
ら
h
a
h
v
u
）い
λ
ー

い
士
三
位
｛
手
〆
て
い
な
い

こ
y
y
一片山品川叫ん
V
O

J、
円問

本
判
ー
バ
の
主
え
方
は
、
－
H
～
体
的
に
八
王
子
乙
一
賃
金
請
求
悔
や
一
事
後
に
紡
心
治
さ
れ
た
労
働
協
約
や
事
後
に
変
史
さ
れ
に
就
業
規
則
の

「
ザ
白

山
辺
及
適
川
市
に
よ
り
処
分
又
は
変
が
ん
す
Q
乙
と
は
バ
ミ
切
れ
な
い
」
と
す
る
伝
川
司
裁
リ
リ
例
に
依
拠
L
た
ち
の
こ
い
も
え
る
が
、
先
に
公
務
員
ピ

つ
い
亡
円
九
ト
よ
う
に
、
本
刊
に
お
い
と
も
、
ご
れ
を
給
与
の
法
改
改
定
、
減
額
〉

て
は
は
ノ
＼
将
米
＋
，
k

，
ぶ
さ
れ
る
蹴
よ
下
十
」
の
棋
士
、
川

定
し
戸
～
J
Uけのし〈

γ
7え
る
、
」
と
は
で
き
な
い
も
の
で
怠
ろ
う
か
じ

に
し
か
に
、
実
質
十
円
て
ぽ
改
正
前
の
川
】
ど
に
片
山
づ
く
給
ハ
J
を
法
改
減
怨
す
る
と
い
う
慨
十
円
は
あ
る
に
せ
よ
、
支
給
前
の
町
民
九
点
千
巾
ー
で

ば
也
市
川
整
中
行
う
よ
う
決
定
す
る
こ

1r
は
、
況
に
保
定
し
た
賃
金
正
問
求
格
中
湖
及
的
に
L
火
山
お
オ
ノ
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ

と
し
て
も
甘
い
刈
と
は
マ
グ
ιば
し
ば
い
こ
う
考
え
る
の
で
お
る
J

そ
の
場
台
、

A

月
期
の
期
ト
ド
T
ψ
I
詰
求
権
は
い
つ
、
と
の
工
う
に
し
て
維
定
す
る
の
か
と
い
久
問
題
が
仲
間
る
も
の
の
、
こ
の
点
内

悶
し
て
は
、
守
山
代

rh人
が
人
事
院
一
向
岳
山
依
持
し
て
、

刻
末
勤
勉
干
ψ
！
ι
よ
る
Y
A
鈎
調
笠
ー
と
行
っ
た
」
と
り
当
丙
が
手
わ
れ
た
、

仲立
f

仰
木
、
子
同
日
一
件

｛
は
枝
一
ん
4

判
U
I
J

成
一
九
・

八
労
刊
九
六

H

す
さ
と
が
参
考
に
な
る
乙

衣
川
け
は
、
給
与
Jr
品
在
に

1
期
末
勤
勉
手
当
凶
品
、

［
支
給
ゴ
〕

U
～
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
隊
員
に
対
〆
て
、
り
と
の
れ
ぷ
刊
百
一
会
い
か
定
め
る

金
相
を
え
給
与
3
4
Q

／
一
の
｛
ん
の
の
あ
っ
た
事
業
で
あ
る
が
、
以
両
裁
も
、
小
作
に
お
げ
る
粉
末
勤
勉

f
r
は、

刀
法
事
会
の
伏

定
に
よ
h
初
め
て
具
件
的
拾
利
二
百
〆
で
九
九
4J1
よ
」
」
〆
」
日
清
す
る
の
が
相
巾
〉
一

L
～
八
。
に
だ
、
こ
の

τつ
な
留
保
が
な
く
、
給
ト
h
J
規
粍
等

が
台
与
は
、

0
・
じ
ピ
円
分
ζ

一9る
：
と
規
定
？
で
い
た
場
合
、
川
禄
の
諭
球
hv
通
用
L
U
J

る
の
か
y
」
《
ひ
が
問
題
ζ

日夕
G

U

本
来
、
パ
ハ
一
ト
つ
の
支
給
総
は
、
企
業

η
業
績
等
に
払
っ
て
変
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
H
J
川
尻
担
等
で
ふ
一
心
剖
を
あ
い
h

か
じ
め
胤
え
す
る

こ
と
は
妥
～
ー
で

L〈

ydれ
ん
I
半
世
心
場
合
、
そ
の
世
京
総
の
い
カ
～
に
よ
っ

C
は
、
賞
h

十人
υ
支
給
さ
れ
な
い
場
合
さ
え
あ
り
、

H
H人「の

、k人法学！"" :n so; :or n i:2υ1'. 3、

ね
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一
穫
と
は
い
っ
て
も
、
通
μ
J

弔心打主人
21y
は
そ

し
か
L
、
u門
り
大
学
法
人
の
ぬ
合
、
叫
に
み
た
も
で
フ
に
、
日
J
V
十
穴
学
法
人
法
一

4
条
に
よ
》

日
々
「
れ
る
独
ー
ν
行
政
法
人
治
則
作

六
一
一
条
が
二
附
ノ
で
、
法
人
力
犠
打
は
の
給
う
の
支
給
嘉
門
！
な
（
止
め
、
予
｝
れ
を
ム
務
大
川
L

ヘ
凶
？
”
十
、
学
法
人
心
場
合
は
い
入
部
科
v
子
大
出
）
ピ

団
円
山
ー
だ
i
で
、
公
表
L
は
け
う
れ
ば
な
ら
一
へ
は
い

2
規
定
し
に
い
る
こ
と
か
ら
、
y

戸川
J

〔引開求一
1
J
ψ
i
等」

に
つ
い
て
も
そ
の
之
給
ぶ
準

z
V
｝給
L
1法
の
想
定
に
倣
っ
て
給
与
児
科
等
に
定
降
、
こ
れ
を
公
表
L
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

ま
ん
一
、
ち
リ
ム
入
学
法
人
の
城
い
し
は
も
と
も
と
か
軍
事
公
務
［
、
で
あ
り
、
公
務
長
時
代

ι古
性
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
コ
ー
一
「
r
一
し
て
も
、

一
概
に
は
こ
、
れ
か
十
H
め
ら
れ
ヨ
レ
ι

勤
務
条
件
五
主
主
義
（
条
例
義
一

心
地
白
川
乞
受
け
る
公
務
只
の
に
h

台
、
そ
の
給
f
J
は
、
ほ
作
ま
た
は
条
例
に
某
づ
く
）
も
の
で
な
け

れ
は
、
こ
れ
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
問
末
手
当
に
つ
い
こ
ち
民
税

c
mが
一
正
当
す
る
J

込
間
企
立
て
の
よ
う
に
一
品
目
t
J
C
蒋
ば
、

ψ
」
刻
、
り
業
績
お
よ
ひ
職
員
の
勤
務
成
績
を
JJF同
出
し
て
、
各
人
ご
と
に
決
定
す
る
」
と
い
っ
た
見
定
吉
設
け
る
ご
と
は
、
刻
政
一
氏
ム
丁
、
I
義

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

（
り
飢
山
、
か
、
り
も
31
よ
そ
考
え
ら
れ
ず
、
依
亡
k

の
よ
う
な
況
｛
止
を
条
例
等
に
設
け
て
羽
よ

τψ」
を
支
給
し
七
と
し
て
も
、
間
ち
に
品
一
応

と
判
断
さ
れ
る
吋
能
性
が
き
わ
め
て
尚
L

囚
J
て
学
法
人
心
場
合

つ
い
数
斗
iU士
で
、
国
家
公
務
以
と
、
ぷ
L

」
れ
こ
ま
コ
た
〈
、
同
ヲ
ノ
什
仏
に
に
早
立
か
れ
て
い
た
こ
と
も
、

P
J庖

に
入
れ
る
必
裂
が
あ
る
つ
咋
E
ま
で
ー
し
て
は
な
ら
な
い

y

こ
さ
れ
て
い
丈
」
乙
を
、
適
凶
法
令
が
変
ね
っ
た
か
う
「
実
仁
を
よ
〉
一

γ1ノ
の
は
あ
ま
り
に
も
一
階
に
過
ぎ
る
。

給
L
1法
h
M

改
正
さ
れ
れ
ば
、
当
然
、
ア
れ
に
い
注
此
L
て
給
人
J
嵐
山
但
も
改
げ
の
司
令
。
給
バ
ノ
規
松
に
笥
H
J
心＋，
k

，
ぶ
戸
品
引
を
定
止
に
ζ

は
い
っ
て

も
、
給
与
法
に
従
っ
ア
ま
で
C
あ
り
、
よ
米
、
一
劫
？
で
の
万
伎
で
笥
H
J
J
T
支
給
ず
る
と
約
束
L
九
一
覚
夕
刊
は
は
い
。
お
も
1
当
に
よ
る
減
積

た
ぞ
法
人
化
川
況
は
で
、
？
と
白
く
な
っ
た

（
と
判
ん
は
は
い
う
）

ぷ
笠
に
し
て
も
、

法
人
化
前
に
は
…
同
胞
な
く
で
き
た
の
は
、

の
か
u

午
、
れ
が

（！メ人民半、 Gi (6 3'1 JliG7 '20il J 



r日

多
く
の
現
場
初
当
主
の
半
日
h
a
感
相
ρ
で
あ
ろ
う
し

L
L
持
人
に
お
い
て
は
、
長
介
に
わ
ナ
人
打
、

悶
月
分
以
降
の
年
珂
仇
刊
に
J

の
総
領
に
つ
い
て
人
事
院
日
創
立
け
を
踏
ま
え
て
誠
一
一
取
」
2
今

t
い

J、
円問

う
方
計
を
採
り
、
人
事
院
札
制
μ
百
九
倣
っ
て
毎
年

月
分
主
で
の

月
ご
ろ
に
給
じ
ゴ
規
科
宇
崎
新
山
改
乏
し
、
そ
の
年
の
阿
月
九
刀
か

ι
一

給
与
の
明
九
般
に
配
当
す
る
分
に
つ
い
て
別
注
支
給
す
る
ほ
ー
且
を
採
ゥ
て
き
ん
ヘ
こ
い
う
の
で
あ
ぺ
て
、
，
均
九
般
の
場
ん
じ
に
の
白
内
v
迎
投

、
柏
市
ム
文

L主

そ
日
投
t

｜
｜
注
）
J

日
以
前
九
立
が
行
わ
れ
、
減
額
の
場
合
に
こ
れ
が
流
行
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
は
術
平
や
失
す
る
」
U

川
町
一
川
州
段
烹
ι
f
E町
宇
件
に
お
い
司
亡
、
段
高
裁
は
、
」
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
一
人
宇
完
勧
告
に
倣
っ
と
が
件
調
整
を
行
一
〕
回
日
の

在
平
余
の
け
決
ど
は
合
坪
洋
一
包
有
す
る
も
の
で
主
h
、
日
決
定
が
こ

の
効
力
古
否
定
さ
、
れ
る
こ
と
は
は
レ
一
と
し
行
わ
で

め
る
が
、

十umv
引
別
部
分
に
不
さ
れ
た
論
理
は
、

こ
れ
が
す
し
く
一
メ
吋

給
ソ
規
程
に
岳
民

7
心
支
給
月
数
を
定
め
た
ぬ
ふ
門
下
あ
っ
て
も
、

ず
る
こ

2
は
い
う
ま
で
も
な
い

や
や
枝
川
的
で
は
同
あ
る
が
、
給
与
規
定
ー
の
没
王
に
よ
り
当
期
の
会
H
J
請
求
権
が
確
定
す
る
こ
J
’v
明
停
に
す
る
に
め
に
は
、
本
則
の

改
一
？
に
円
台
わ
仲
て

A

円
期
賞
P
3
の
特
例
へ
支
給
紛
の
算
定
十
d
r
ピ
2

乞
山
止
め
る
旨
の
滋
定
ー
ピ
設
け
る
と
い
っ

こ
の
ぬ
〈
円
、
そ
れ
が
当
期
会
与
の
が
い
洲
一
支
給
額
の
算
定
方
法
）
を
P

心
め
た
ち
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
縫
な
も
の
と
す
る
介
め
、

給
与
J

混
乱
戸
山
猿
給
附
則
で
こ
れ
な
嵐
ど
す
る
か
、
あ
る
い
は
松
止
、
「
人
か
別
言
什
J

の
又
給
反
引
に
Z
1
4

設
け
る
の
が
一
吋
山
一
J

で
あ
る
、
ま
た
、

w

｝
上
引
い
に
店
え

品
何
日
改
定
の
実
施
状
況
ピ
併
吋
一
亡
J

波
動
十
る
戸
」
と
が
あ

給↑
7
鳩
山
性
の
本
則
に
定
め
る
質
↑
7
規
心
に

1
d
E
y
c
h仰
は

る
」
ピ
日
の
規
ど
よ
い
も
凶
行
く
こ
と
が
さ
ら
に
主
主
1

｝
い
と
い

戸
川
立
大
学
法
人
の
な
か
に
は

不
利
p

サ
不
法
及
心
M
M
別
を
あ
ま
り

切
か
、
給
守
口
い
し
い
州
部
改
定
L
V｝／
J
V寸
場
ム
円
げ

お
い
て
も
、
賞
守
に
戸
ふ
る
い
岐
部
副
砕
い
を
お
わ
な
、
白
人
リ

γ
か
あ
り
、
む

L
ろ
そ
う
し
に
ド
八
学
ぶ
現
伝
で
は
多
数
を
よ
門
め
る
に
主
っ
て
ど
。

と
も
苛
く
し

ぃ
'l 
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と
は
い
え

凶
止
I
八
店
よ
い
人
が
依
畑
山
す
る
人
弔
院
前
バ
円
は
年
同
桁
F
7
の
口
氏
い
い
ん
縦
二
い
う
与
え
卜
h
d

、
と
と
了
J

、
泊

uiHト人
P

」

L
v
占
J
吋

U
可

11
宕
口

の
は
均
台
に
は
、

γ引
い
を
遡
あ
ん
迎
い
い
川
一

L

減
街
改
り
む
の
は
明
人
U

に
は
そ
の
刈
及

切
υす
え
お
い
ぐ
い
う
わ
さ
は

や
は
h
リ
ね
街
J
f

};? 

ャ
ト
エ
に
い
る
y

い
わ
さ
る
を
得
山
い
わ

五
に
は
山
憎
め
改
定
を
料
験
し
な
い
ま
ま

人
事
院
勧
一
豆
、
川
J

も
の
ド
廃
i
J
さ
れ
る
と
い
う
話

も
占
め
る
と
は
ド
ミ
、
こ
う
し
た
難
問
に
一
川

v
大
リ
ア
法
人
か
こ
う
山
え
て
い
，
、
の
引
。
同
町
心
経
重
を
問
わ
れ
る
の
は
一
れ
か
ら
こ
ど
っ

こ
了
丘
町
で
託
し
よ
う

｛

後

日

同

〕

二

J

い
て
は
小
は
p
d
w
ょ
う
ド
待
が
二
に
ノ
い
て
は
宮
木
が
そ
れ
と
れ
執
ヰ
を
折
レ
ー
し
、
土

化
心
魂
砦
は
ハ
（
佐
川
口
人
口
J

に
〔
日
川
お
、
人
？
柄
に
一
一
ヤ
ミ
札
「
人
口
U
M
引
以
、
バ
J
P

、
ま
て
も
待
人
心
情
人
出
口
ん
併
を
日
一
わ
か
に

L
P
一J
も
の
で
あ
コ
て
、

再
人
が
所
同
」
j

る
l

ヘ
学

U
Z併
を
え
F

と
～
も
の
で
ぼ
ー
な
い
こ
と
を
品
川
川
り
ゾ
ょ
の
を
た
い

本稿（い一一ノふり

に
つ
い
て
は
小
業
が
、

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

一
l
pi
H

J
を
併
持
母
／
四
つ

二
ノ
ニ
何
牛
、
1
叫
国
有
「
毎
月
較
r力
紙
百
説
査
ハ
ハ
一
ん
年
止
ギ
ル
統
E
f
i
一
生
祁
）

γ
いにすJ
明
”
な
布
、
川

の
唯
司
令
市
下
栄
一
的
規
渋
一
ハ
ー
へ
幻
士
に
】
d
れ
ば
、
対
足
下
比
で
、
正
人
女
古
川
ふ
と
引
は
一

a

内
出
、
吋
志
内
詑
与
は
ヘ
J

た
も
の
の
、
と
ヘ
立
十
円
九

Jmを
ま
と
凶
絞

r
Gに
は
十
日
っ
て
い
な
い
υ

（
ミ
一
貯
蒋
省
「
国
債
及
び
借
入
／
ム
花
び
同
一
政
府
保
副
怯
脅
伐
十
月
」
へ
ひ
ハ
』
？
月
末
川
d
T）
を
ち
一
月
「

7
2

一
ヘ
ノ
一
一
今
年
一
月
日
付
汁
一

μ本
経
済
羽
何
一
拘
栽
＝
一
川
市
宇
1

凶
－
込
方
C
u
F
詩、

G
D
P
二
日
記
に

F
u
v

川【
J

大川
f
L
U
へ
は
、
足
一
正
り
間
一
件
仇
ハ
ど
に
い

7

「
総
掛
省
点
萱
ェ
、
－
w
l氏

げ
政
法
人
」
～
台
士
れ
る
c

ヘ
G
）

セ
ラ
陪
v

N
U

－
－
に
つ
き
、
小
お
血
ハ
同

一L

『
阪
大
法
学
F

六
一
二
岳
山
寸

月

日
一
山
以
、
同
九

引
的
J
、
与
一
町
民
戸

二
一
、

υムー

ぺ

7

1リ
一
続
出
一
回
ふ
ん
一
必
4

%
日
仰
い
ぷ
中
小
し

r界
、
一
定
川

一
年
一
仏
律
お
J
一

「
勺
）
第
同
条
市

こ
り
に
円
相
｛
也
ず
る
佐
【
L

一）一〉
7

4

斗
む
同
一
誌
江
古
川
辺
、
一
可
川
氏
心
月
一
併
が
ね
h

ソ
れ
る
と
P
J
V
、一
f
t
J
サ
人
さ
わ
7
Q
戸
主
ノ
に
h

～～ーっ

二、
1

〕
た
ギ
仙
も
あ
斗
て
、
治
与
叫
礼
拝
に
賞
」
J
O
支
給
月
放
ち
と
定
め
ほ
か

7
～
B
u大
学
口
、
烹
パ
十
九
4
2
お

i
び
大
阪
大
り
す
J
角
じ
ご
f
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r日

部
行
f

人
？
に
ノ
一
と
ご
L

O

小

μ
目
立
大
ア
の
山
人
化
一
了
八
｝
引
J

1

1

的

阪

大

活

7
b
五
六
巻
六
り
一
一
（
ノ
ヘ
ノ
七
ノ
ρ

月
」
一
ん

H
以
k
l

、

六

九

十

U

パ
己
主
芸
R
3

ぱ
お
、
役
辿
「
る
hu
の
事
情
E
J
L併什
1
4ア
J
V
る
ル
、
河
辺
州
掲
の
f

山
洋
は
小
士
川
よ
り
書
町
一
川
主
n
談
引
、
一
口
リ

九
1
）
戸
医
で
、
小
黒
が
え
の
よ
三
J
ピ
述
へ
り
J
r
口
、
や
わ
一
川
F4に
L
P
ぎ
ー
一
と
い
え
る
C
1
E
R
J
は
、
九
二

2
2

て
γ
ヴ

f
ミ
－
c
札ぱ川、

タ
ウ
ン
ろ

F
る
J

同
会
で
川
可
決
さ
え
オ
れ
は
、
法
改

t
u
、
つ
で
も
コ
一
き
ヲ
匂
が
、
叫
川
市
川
市
で
あ
る
給
ワ
児
桂
川
リ
山
崎
什
に
は
ぎ
7
は
い
か
な
い

拾
っ
担
ザ
～
同
一
日
β
れ
た
支
給
半
を
ト
げ
る
へ
芦
ち
に
不
利
主
変
史
の
間
忠
μ

なる一

I
山
へ
ん
に
や
p

引
に
忌
し
と
川
氏
業
中
川
悶
J

包
れ
成
1
た人口約

力
、
て
こ
ま
で
は
起
が

uh一
な
力
っ
こ
ら
1

〕い

一O
O

ぜ
い
れ
一
ゆ
る
「
山
円
y

八
へ
の
お
針
ゾ
（
一
六
日
三
式
折
払
J
f

一9
一
プ
ラ
ヌ
一
l
十

o
J
f
ト
ス
｛
A
J

の
す
ぷ
一
～
じ
い
、
ル
一
円
ぞ
れ
佐
川
和
門
戸
に
よ
勾
わ
し
h
i
日
己
改
め
い
立
二
Q
C

（
め
｝
打
一
法
人
Z
1
u
iヘ
羊
説
会
心
言
一
門
に
よ
る

一
ロ
一
川
式
市
川
」
務
い
H
H
制
比
改
苧
拡
涯
木
v州
事
同
仰
が
J

一
｝
↑
い
也
的
労
手
、
出
川
係
制
度
ご
同
γ

る
改
革
よ
い
主
一
一
（
ヘ
ノ
一
～
f
J
年
一
二
月
」
を
た
シ
印

一日
J

こ
の
と
ろ
な
場
合
、
羽
鳴
門
一
人
事
U
4抗
利
引
」
告
の
と
る
？
と
ら
攻
勢
と
）
て
は
1

て
き
な
ど
と
は
約
＋
V
い
う
な
こ
が
鉄
則
と
な
る
小

山川m
‘
計
拘
一
、
正
7
J
一
戦
場
心
中
、
同
庁
は
小
一
刊
】
ず
り
人
ば
な
り
”

jp一
、
田
町
、
九
二
目
立
ぢ
府
、
口

ヘ
比
一
八
千
一
山
た
ソ
「
門
同
寸
教
戦
E
H
組
合
－
2
1
3
八校」

μ
u
r
J

（
二
ノ
ハ
U
0
1

司
一
一
U

H
一
や
併
せ
冬
附
同
紙
泊
、
款
の
一
弘
山
出
？
に
は
一
背
酌
い
世

J

刊
i
山
に
よ
）
て
、
大
学
法
人
百
は
、
不
利
夜
十
文
民
む
行
、
1
f
r
理
的
理
市
ど
ん
段
状
口
H
U同
十
台
に
対
μ

て
父
パ
立
、
か
に
一
山
別
」
る
こ
と
予
表
説
作
げ

ら
れ
、
河
合
と
の
へ
T
H
O

な
L
に
店
主
－
労
凶
条
件
古
川
、
ご
ヘ
い
る
ニ
と
は
で
ム
て
ま
什
ん
一
乙
為
る
ι

し
ふ
じ
、
労
倒
～
目
立
し
山
は
、
ご
の

E
J
な

説
明
石
川
穏
を
慢
凶
日
に
謀
1

て
お
り
す
一
組
ム
リ

γソ
竹
五
な
し
に
首
会
。
労
働
条
件
か
引
き
下
け
る
一
一
一
ニ
川
と
き
た
い
、
い
う
の
も
、
二

の
起
人
泊
け
の
「
川
論
」
に
す
手
伝
ト
ハ
門
と
い
リ
ハ
ば
、
デ
マ
ゴ
ぃ
ェ
ー
に
等
ー
L
d
叶
吹
耐
と
あ
る
、
」

ヘ
日
）
十
ム
η
ん
で
引
用
ま
れ
～
判
決
に
お
け
－
4
完
的
条
件
の
交
市
Y
4
6
h
f
ω
経
川
口
問
訟
の
パ
パ
J
h
J
切
簡
潔
に
小
、
寸
ャ
ス
お
一
豆
、
次
心
主
J

に
な
る

ハベ～芯
I
A
ぴ
λ
l
＼は
J
U
μ

偶
者
側
臥
司
問
、
ふ
？
の
み
労
働
告
側
刊
勝
訴
、
ー

①
牝
ピ
川
ス
市
干
件

H
附
和
同
一

1

月
口
口
人
、
法
廷
判
は

｛変一六九刈
i

一
管
定
ケ
ヤ
一
k
r
t
）
い
ち
の
泊
用
市
川
な
か
♂
p

之
汗
以
1
7
2
W
判
に
あ
会
話
に
つ
い
亡
、
坑
業
州
抑
制
バ
っ
改

ιに
二
、
J
f
l

主
ゃ
判
定
h
f

山川口

を
UYJ人
二
紋
従
来
員
ば
市
寸
ハ
〉
ト
琉
が
ハ
必
J
1
i

年
以
前
「

J、
円問
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（
経
丹
彼
自
～
で
牢
凶
心
特
別
U

設
け
る
～
1
己
人
に
あ
VLF－
、
も
、
嘱
託
一
じ
て
井
恒
刈
ず
一
介
氏
同
心
的
門
川
吉
川
表

htE日
J

て
ト
r

」ヤレ

Z

l八
也
市
農
協
事
刊
明
和
六
一
企
円
一
六
口
約
十
J
、
廷
判
決

立
川
人
内
容
）

一MT
t
J
m
r
E）

民
協
の
ん
川
刊
け
に
叶
、
退
叫
川
会
心
又
給
付
ωお
を
引
芝
、
げ
る

れ
例
措
置
日
し
て
特
定
引
い
可
川
刷
の
在
一
見
守
に
一
J

I

い
て
は
、

rr引
ケ
十
任
法
オ
る
十
の
、

立
に
、
向
日
の
キ
令
、
五
五
カ
ら
川
百
九
H

凡
一
札
に
、
阿
仁
川
Ju

場
合
、
六
一
L
m
d

ら
ム
一
一
e
r
五
に
、
ぞ
れ
と
れ
一
北
一
例
ず
る

般
の
出
J

ムハ一九
h

ノ
も
局
窓
U

こ
L

h

～L門誌
J

十
J

C

｛
変
支
内
容
）
一

々
や
シ
判
U
J
火
k
u
l深
険

ヘ
鉄
道
県
冷
却
出
身
長

判 M
可ごと

,1; A司
Iノtt昔
~ ' 

む出

日
目
）

事
伴
H
ド
成
人
牛

月
二
八
第
一
小
川
正
廷
判
決

仕
ち
に
お
じ
匂
止
Q
d寸
第
二
I

ム
ア
歳
、
設
J
M
m咋
喰
都
日
＃
青
山
み
六
ニ
ー
成

の
L

仁
川
成
＼
の
枕

で
あ
ツ
ハ
戸
川
口
R

へ
は
、
引
時
臥
に
一
斗
七
歳
を
担
え
1
い
に
た
め
、
一
品
収
仇
ilv

し

な
J

八、

特
別
hhr口
規
程
e

比
山
引
〔
円
、
給
f

ユd
川町位

ハ
（
ノ
戊
士
て
円
許
可
」

り
科
技
J

γハ
徐
賃
金
LJW小川

ー
か
っ
、
グ
能
涜
川
和
！
止
措
仰
特
さ
示
、
就
品
川
町
別
心
改
↓
L

れあ叫ん川入高自の

U
亡、
C

れ

九
八
三

ι川
月

が
行
わ
れ
た
何
年
k
H

ー
「
一
三
亡
の
出
に
お
け
る
雪
人
す
の
、
土
寸
前
、
女
ち
の
羊
ノ
治
主
人
H
丸山一）（
υ
叫
認
百

ー」
C

f
i
t
Hバ

γ

ば
科
別
仕
川
口
で
ほ
コ
一
ノ
＼
仕
μ
ハ
｝
し
と
城
、
L
n

一日
J

市
川
銀
行
事
件
て
は
、
日
三
担
司
心
二
判
決
の
ほ
治
、
以
卜
勾
判
決
一

v
u
t
v
れ
も
、
労
倒
i
J

当
j

刊
が
敗
寸
む
？
二
川
刑
さ
れ
て
J

る
が
、

み
ら
の
く
法
行
事
件
で
は
、
こ
れ
ら
軒
以
は
一
U
町
U
A

札
1
J
か
ッ
乙
（
ノ
L

の
代
わ
h
、
靖
内
弘
行
事
f
？
の
ヰ
決
が
ラ
起
さ
れ
て
い
る
、

h
w
 

新7ワ心づ c＇円 rめ（＇ r,， 注F訴と c:J°）~

一
月
二

μ
U市
一
小
示
J

に
川
北

h
y
A
ノ
ダ
～
ス
ャ
ノ
ム
土
J

件

uhυ
一円、作一

ふ
凡
児
内
位
、

迂
第
一
小
型
ノ
イ

γ
事
丹
成
戸
汗
じ
れ
な
一

（
交
区
内
容
一

止
理
休
暇
の
付
円
J

戸数
E
J
f

E
W
H
k
f
d
山
J
A
V

と
と
よ
U

に、

O
O
M
心

prhμ
陪
か
っ
一
ハ
八
均
一
川
院
に
変
児
「

四

c
m
h
4

U
第
二
小
法
注
目
仇

タ
ケ
ン
！
万
五
口
改
｛
ぽ
H
t

件
1

忠
ヘ
ロ
給
円
引
等
々
出
口
変
疋
ー

ヘ口一
ヘ
刊
ぬ
）が
ノ
勺
わ
れ
～
住
友
工
中
様
村
長
一

U
八
ム
域
畑
山
、
事
件

制
阿
ハ
／
h
l

半川
4

H

高
知
地
判
附
利
五
円
。

k
e

｛
労
判
一
五
同
せ
六
五
只
一
一
輩
問
H
）

た
と
弘
正
ば
、

pr

－
A
川
氏
苦
詫
H

？
の
戸
川
ζ

し
亡
、

二
年
間
に
日
E
1
て
立
二
人
ν一約

νー
は
一
夜
九
寸
る
こ
と
ど
T九
九
行

Lrる
は
民
会
規
同
作
♂
改
訂

一
主
寸
小
泊
判
ド
屯

人
「
ケ
一
一
パ
バ
パ
ハ
）
て
は
、
不
行
に
お
I
1
1

ノL

一凶，
u判
J
一

（！メ人民半、 Gi (6 3引］（〕71 '20il J 



r日

被
半
世
同
叫
が
被
る
卜
勺
山
不
利
益
を
一
秋
日
刊
す
ノ
品
川
川
間
J
h
L
均
三
い
い
L
L
忍
｝
ば
い
え
な
い

J
K
I

〕
つ
つ
も
、
一
引
l
h
々
、
正
件
改
一
l
u
d
、
Q
U
H
i
再
構

品
化
取
れ
一
ヘ
ー
一
と
J

て
、
総
司
J

抗
告
の
削
減
を
い
的
と
ム
ナ
匂
i

も
の
で
の
る
か
ら
、
ド
或
一
凶

ι；に以及
F
V
J
寸
4

ほ
の
↓
む
段
目
出
日
行
プ
勺
安
全
削
ョ

減
を
け
λ
杭
L
H
誌
に
、
合
伎
が
J
G代
償
川
知
百
七
γ
品
川
じ
る
ニ
と
は
、
の
効
川
正
ニ
灰
殺
ご
る
こ
と
「
£
一
る
ふ
ら
、
も
と
d

j
、
代
梓
市
百
日
土
日
川
］
川フ〕

に
乏
し
い
？
ち
の
で
あ
る
一
と
ど

7
ヒ

ー

そ

の

開

訴

に

お

、

て

は

淀

吏

内

合

洋

注

が

認

め

つ

れ

て

い

る

「

ワ

〔
刊
臼
一
代
山
rμ
指
！
此
J

」
は
い
？
／
ヘ
4
い
守
か
、
け
川
九
川
の
叫
帆
叶
ι町
や
ナ
叫
1

～
の
支
設
ベ
守
に
こ
わ
♂
ペ
M

古
半
「
「
己
れ
J

匂
鴻
ム
J

川
〕
、
ノ
乙
い
汁
｛
白
体
は
叫
↓
士
c

し
ハ
、
「
）
て
み
μ
い一

ο
イ

1
 
山

も
の
の
、
川
慌
に
日
叫
即
応
出
bmyhv

日

約

一
町
二
市
一
一
川
人
ギ
尻
町
問
弁
は

f
ノ
同
七
何
日
ハ
ド
I

J

H

ι

山
本
、

r

、
一
了
一
住
ま
で
、
雪
、
し
て
い
川
当
は
い
培
前
改
定
ん
と
内
容
と
？
一
て
い
た
ー
同

ま
に
、
当
初
山
仏
、
制
告
の
安
井
川
口
町
山
戸
改
HMM怖
J
d
法
日
活
沼
勾
れ
る
口
｝

v
b
Z
F
L
J旬
、
和
今
さ
凡
て

vJq
か
r

作
一
も
の
の
、
一
ー
札
？
二
午
ふ
夜
、
。

相川弓

H
に
vt刃
仇
し
て
也
附
さ
れ
る
こ
日
に
な
コ
た
と
お
、
九
七
九
立
か
九
へ
一

ιま
で
は
、
品
執
位
打

y
f
m時
肢
が
桂
川
卜
げ
ら
れ
、
：
ナ

八
年
に
は
勧
川
口
心
主
拾
が
味
付
刊
さ
れ

ctLρ

一山

ふ
一
一
二
日
ν

乙
、
山
同
定
し
て
、
七
と
え
ば
、
斗
尚
一
目
年
改
川
は
り
審
員
世
間
日
に
芯

v
tは
、
体
一
一
院
経
部
一
ん
官
民
ム
立
に
お
け
る
議
決
に
広
川
し
て
、
刈

今
引
の
域
組
一
冊
刊
ヰ
江
同
一
だ
山
、
公
務
良
治
リ
勾
改
之
町
川
が
民
山
と
1
4
A
7
J
る
t
F
4
r一仇γ
町
告
刑
事
は
特
有
の
め
り
方
に
民
珂
」
て

J
る
こ
と

に
、
政
山
川
は
分
Jvm

去
っ
る
こ
L

L

／
ず
る
附
曲
以
一
城
山
1
J
き
れ
一
、
し
る
υ

ヘ
門
ご
ぶ
汗
は
、
給
与
一
山
け
は
刊
を
一
一
、
fb
出
家
品
世
間
に
士
。
廷
の
行
y
J
J
μ

浸
守
一
ー
で
あ
る
と
し
て
、
同
家
法
的
が
諮
ぶ
さ
れ
台
半
i

宗
で
あ
る

（
円
三
夜
お
、
地
ベ
パ
ぱ
ペ
ス
説
員
の
机
γ
U
1
1
4
r
疋
ば
、
終

7IFの
公
J
4
h
v
主
ペ
一
、
れ
わ
れ
る
の
ぷ
而
何
で
あ
内
、
改
止
辻
い
の
h

泌
す
時
日
引
い
P
心
に
よ
J

F

」

心
、
（
叫
べ
口
ゾ
y
t
A
給
基
w
休
日
？
と
す
る
（
可
古
川
む
切
れ
手
Fi
で
減
品
一
前
甲
山
L

，f
一
司
じ
る
こ
と
は
川
科
的
に
ふ
詐
し
い
と
い
う
事
店
J

か
ん
、
成

同
信
山
口
ヌ
は
、
問
υ
立
十
一
月
仁
王
治
さ
い
ハ
バ
ヲ
公
印
刷
よ
子
当
で
減
徐
出
置
を
講
じ
た
ん
ノ
ス
が
多
か
り
人
d

日
烈
心
店
1
f
T当
が
廃
止
さ
れ
た
ふ
J
H、

多
く
の

U
治
体
で
は
、
減
引
制
改
定
の
調
杭
よ
と
一
万
羽
心
却
に
本
手
当
て
打
、
つ
た
め
に
法
、
二
月

J
l
川
市
二
給
う
条
例
そ
改
正
ム
一

A
Z
U
W火、

が
あ
わ
、

H
F
M
J円
に
た
前
年
寸
し
ザ
ノ
一
L

レ
る
ζ

い
工
索
活
が
お
る

一
見
一
ぜ
な
一
山
、
一
一
刀
、
乙
に
州
同
区
て
（
）
ヘ
）
じ
主
に
ト
問
、
力
I

ノy
J
h

以
米
、
一
八
年
、
り
ん
の
に
一
一
、
、
ゴ
ノ
ふ
お
上
び
ハ
（
ノ
主
山
山
、
店

明
治
一
叫
L
4～山川行乙川一
Y
A
Q
M
つ
に
が
あ
ノ
た
ふ
ん
り
わ
、
俸
給
k

刊
の
改
定
け
汀
わ
れ
な
か
〉
わ
っ
明
治
改
定
が
汀
わ
h
v
h
L
一
一
ぺ
之
の
際
、
辻
、
従
キ

」
可
林
、
叫

R

U
に
怒
り
江
沼
町

L
、
生
訟
を
い
引
約
す
る
一
一
い
う
ら
法
が
ど
ら
れ
た
。

一
、
お
）
日
心
、
本
山
山
い
わ
の
場
人
μ
、
半
成
川
〆
L

の
改
よ
附
則
は
、
減
制
改
定
さ
れ
～
叫
ん
利
点
投
び
片
食
了
点
一

t

闘
す
る
波
｛
む
に
つ
い
7

は
1

U
ナ
成

J、
円問
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［
山
年
ハ
パ
汁
口
か
ら
溢
同
す
る
｝
泊
ロ
ー
品
改
定
ふ
一
ス
ト
レ
？

l
に
だ
め
ー
ミ
ー
も
の
で
」
の
コ
た
の
に
わ

L
て、
J

成

r
l
許
可
心
改
正
附
引
で
は
、

泊

用

は

l
記
九
戸
－
一
日
［
a

y
た
で
し
、
河
半
へ
き
U
J、
誌
及
び
改
L
場
内
η
川
司
同
日
目
、
司

ι
l
H八
三
し
r
v
ン
、
給
ιブ
以
改
作
と

同
様
の
訪
t

小
手
立
つ
の
し
代
昨
日
れ
ず
主
ハ
士
川
町
宅
し
に
v

ぺ
九
一
一
入
H
港
1
海
銀
行
手
刊
一
段
、
J

判
4
成
一
ん
九
七
万
刊
に
ド
一
四
ハ
J

六川パハ
J

、
お
一
ム
ゴ
恥
口
火
沢
民
l
仏
政
（
ι

比
凶
」
1

？
刊
｛
口
比
一
一
小
判

収
l
成
人
？
ニ
。
二
六
労
判
f

ハ
六
サ
六
町
、

U

持
ヘ
王
山
ニ
｝
一
お
門
↓
I
h

一
灯
、
は
お
、
へ
J

交
ベ
コ
位
以
Lμ
旬
、
こ
の
よ
う
な
礼
解
に
主
ペ
い
て
、
法
及
述
司
が
九
rdり
ら
れ
な
か
っ
前
掲
一
へ
注
お
一
古
一
併
4

巻
町
ι

一
叩
け
つ
小
山
吉
町
市
司
川
ド
ヌ
た
学
同
宇
円
一
福
川
日
刊
F

J

Q

U

2

一
軍
川
叩
帆
刊
例
評
論
苛
じ
一

4
1

（
）
凡
訂
以
ー
を
去
JMl

ヘ叩J
一
員
l
h
v
E
＋
問
一
二
J

い
て
ば
、
さ
し
も
と
川
、
小
川
1

了
目
出
向
戸
川
U
m

主
計
釈
円
以
か
e

同
一
労
的
仏
、
ご
ノ
し
の
い
同
行
一
二
ご
」
阪
に
法
学
F

つり

凡L
一A
H
J

ヘ
ハ
〉
）
午
九
社
一
口
以
i

、一
1
1
4

二
民
主
か

pm

一
、
出
）
戸
一
1

え
〕
弘
、
戸
出
店
の
ろ

7
L
1
J
7

＼
よ
木
市
事
1
（
民
一
バ
J

判
ヤ
成
↓
↓
九
，
（
ハ
裁
同
一
一
η

甘
す
↓
亮
一

ht
与
問
「
月
中
杵
て

U
、
一
峨
日
r
h
給」
Z
J

円
山
わ
及
ヴ
ヌ
ヘ
和
方
川
U
Z
L
条
判
で
宅
陀
に
に
こ
と
は
れ
さ
凡
な
い
し
、
ま
「
、
条
例
戸
、

ρ
い
J
L
、

U
の
削
則
的
事
尽
か
掛

川
等
に
主
に

iFる
一
」
乞
U
M
－－幻
JU
れい
U
Q
V
3
v
t
v
J
、
可
制
司
ハ
ハ
仇
h
R
1
4
市
及
川
ノ
士
斡
ん
去
に
係
る
汁
h
A
A

」山晶子治
J

乞
一
現
地
↑
？
に

t
ι
i
yる
h

」こは－一

さ
れ
な
い
L

乙
し
て
、
勤
務
条
内
条
例
ヱ
義
パ
九
九
%
わ
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ
る
こ
y

古
明
リ
？
？
？
会
れ
て
い
る

ご
と
な
お
、
原
始
前
引
い
い
’
疋
昨
や
引
例
刻
印
忙
U
V
」
置
ノ
ミ

ζ

は
、
ぁ
、

4
7
Jも
J

旦
円
、
ワ
の
士
一
…
柄
引
の
叫
定
I
リ
一
向
に
〔
レ
て
（
止
Fr
る
M

三
t
p
r

っ
け
お

が
あ
り
、
泌
及
適
用
JDγ

円
前
と
し
七
、
亡
の
て
は
な
v

二
心
こ
と
を
涜
r
疋
上
ご
明
昨
日
に
よ
る
た
め
に
は
、
p
こ
の
に
出
～
に
お
ρ
て
も
、
こ
れ
を

則
－
小
す
F

ヲ
LyymJザ
泣
か
勺
石
市
と
い
え

4
一J
O
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